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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

ご
は
ん
美
味
し
い
！

お
米
、
お
に
ぎ
り
大
好
き

　

日
本
米
の
魅
力
を
紹
介
す
る

﹁
ご
は
ん
フ
ェ
ス
﹂
が
16
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル
シ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
フ
ォ
ワ
ー

ド
・
イ
ン
ク
︵
本
社
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
山
本
ド
ラ
ゴ
ン
代

表
︶
が
主
催
す
る
全
米
最
大
の

日
本
食
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹁
ジ

ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
﹂
の
一
環
で
、

今
回
は
通
常
の
ジ
ャ
パ
ン
・
フ

ェ
ス
に
加
え
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国

総
領
事
館
と
日
本
貿
易
振
興
機

構
︵
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
︶
Ｎ
Ｙ
事
務

所
と
の
共
催
で
﹁
ご
は
ん
フ
ェ

ス
﹂
エ
リ
ア
を
特
設
。
２
ブ
ロ

ッ
ク
に
35
の
日
本
関
連
ブ
ー
ス

が
並
び
、
日
本
食
17
店
の
う
ち

6
店
が
お
米
に
特
化
し
た
テ
ン

ト
と
な
り
、
お
に
ぎ
り
や
カ
レ

ー
、
お
弁
当
な
ど
日
本
米
を
使

っ
た
料
理
を
提
供
し
た
。
Ｎ
Ｙ

総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
と
ジ

ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
の
河
本
健

一
所
長
が
登
壇
し
て
、
ス
ト

リ
ー
ト
を
埋
め
尽
く
し
た
約

１
万
５
０
０
０
人
︵
主
催
者
発

表
︶
あ
ま
り
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
に
、
日
本
米
の
旨
さ
と
栄
養

価
の
高
さ
、
日
本
の
食
文
化
の

根
幹
を
な
す
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ

イ
ス
﹂の
魅
力
を
売
り
込
ん
だ
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
18
面
に
︶

　

不
動
産
会
社
の
ダ
グ
ラ
ス
・

エ
リ
マ
ン
が
発
表
し
た
レ
ポ
ー

ト
に
よ
る
と
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
空
室
率
が
２
％
未
満
で
推
移

す
る
な
か
、
今
年
６
月
の
家
賃

の
平
均
値
が
前
年
比
29
％
増
の

５
０
５
８
ド
ル
と
、
初
め
て

５
０
０
０
ド
ル
を
超
え
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
家
賃
の
中
央
値

は
２
か
月
連
続
で
４
０
０
０
ド

ル
を
超
え
、
前
年
比
24
・
７
％

増
の
４
０
５
０
ド
ル
と
な
り
、

5
か
月
連
続
で
最
高
値
を
更
新

し
た
。
空
き
物
件
は
６
４
０
０

戸
で
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
て

46
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
部
屋
の
タ

イ
プ
別
平
均
値
は
、
ス
タ
ジ
オ

が
３
１
４
５
ド
ル
︵
前
年
同
月

は
２
７
９
８
ド
ル
︶、
１
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
が
４
２
７
８
ド
ル

︵
同
３
４
７
５
ド
ル
︶、
２
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
が
５
７
２
２
ド
ル

︵
同
４
８
９
０
ド
ル
︶。
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
家
賃
平
均
値
は
ス
タ

ジ
オ
が
２
８
２
４
ド
ル
︵
同

２
４
８
７
ド
ル
︶、
１
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
が
３
２
４
０
ド
ル
︵
同

２
７
９
０
ド
ル
︶、
２
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
が
４
０
４
０
ド
ル
︵
同

３
５
６
１
ド
ル
︶
と
な
っ
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
区
北
西
部
の
平
均

賃
貸
家
賃
は
、
ス
タ
ジ
オ
が

２
７
８
２
ド
ル
︵
同
２
５
１
０

ド
ル
︶、
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が

３
０
１
８
ド
ル
︵
同
２
６
９
９

ド
ル
︶、
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が

４
１
６
８
ド
ル
︵
同
３
４
９
４

ド
ル
︶
と
な
っ
て
い
る
。

来
週
号
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

７
月
第
５
週
号
は
８
月
６
日

号
と
の
合
併
号
に
な
り
ま
す
。

本
紙
は
月
４
回
の
発
行
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

 Printed and published in U.S.A.

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
米
の
魅
力
Ｐ
Ｒ

平
均
家
賃
５
０
０
０
ド
ル
突
破

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
６
月
統
計
、
前
年
比
24
％
上
昇
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令
和
４
年
５
月
23
日
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
、
訪
日
中
の
ジ
ョ
セ
フ
・
バ

イ
デ
ン
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
と
、
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
27
日
、
Ｇ
７
エ
ル
マ
ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
す
る
た
め
ド
イ
ツ
を
訪
問
中
の
岸

田
総
理
大
臣
は
、
同
大
統
領
と
短
時
間
、
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
概
要
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
国
の
友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く

よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
米
首
脳
会
談

日米首脳会談 

　

冒
頭
、
岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

今
回
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
訪

日
は
、
米
国
が
い
か
な
る
状
況

︿
５
月
23
日
の
首
脳
会
談
﹀

︿
６
月
27
日
の
首
脳
会
談
﹀

に
あ
っ
て
も
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら

歓
迎
す
る
旨
述
べ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
、
バ
イ
デ
ン
大

統
領
か
ら
、
日
本
の
取
組
を
高

く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
米
国

も
引
き
続
き
国
際
社
会
に
対
し

て
結
束
を
訴
え
て
い
く
旨
述
べ

ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
が
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
及

ぼ
し
得
る
影
響
に
つ
い
て
議
論

し
、
最
近
の
中
露
両
国
に
よ
る

共
同
軍
事
演
習
等
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
両
首
脳
は
、
東

シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海
に
お
け
る

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更

の
試
み
や
経
済
的
威
圧
に
強
く

反
対
し
、
香
港
情
勢
や
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
状
況
を

深
刻
に
懸
念
す
る
と
と
も
に
、

中
国
を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対

応
に
当
た
り
、
引
き
続
き
日
米

で
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

両
首
脳
は
、
台
湾
に
関
す
る
両

国
の
基
本
的
な
立
場
に
変
更
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
国
際
社

会
の
安
全
と
繁
栄
に
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
台
湾
海
峡
の
平
和

と
安
定
の
重
要
性
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
両
岸
問
題
の
平
和

的
解
決
を
促
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
両
首
脳
は
、
中
国
と
対
話

を
継
続
し
、
共
通
の
諸
課
題
に

つ
い
て
は
協
力
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
級
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
始
め
と

す
る
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ
サ

イ
ル
開
発
活
動
を
非
難
し
た
上

で
、
安
保
理
決
議
に
沿
っ
た
朝

鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認

し
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
こ
れ
ら

の
決
議
の
下
で
の
義
務
に
従
う

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
が
拉
致
被
害
者
の
御

家
族
と
面
会
す
る
こ
と
に
謝
意

を
伝
え
つ
つ
、
拉
致
問
題
の
即

時
解
決
に
向
け
た
全
面
的
な
理

解
と
協
力
を
改
め
て
求
め
、
バ

イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
、
一
層
の

支
持
を
得
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
韓
国
新
政
権
の

発
足
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

安
全
保
障
協
力
を
含
む
日
米
韓

の
三
か
国
協
力
を
一
層
強
化
し

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
イ
ラ
ン
核
合
意

を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
も
議

論
し
、
引
き
続
き
日
米
で
緊
密

に
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

︵
日
米
同
盟
の
強
化
に
つ
い
て
︶

　

両
首
脳
は
、
地
域
の
安
全
保

障
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す

中
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対

処
力
を
早
急
に
強
化
し
て
い
く

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
バ
イ

デ
ン
大
統
領
か
ら
、
日
本
の
防

衛
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

改
め
て
表
明
さ
れ
、
両
首
脳

は
、
今
後
も
拡
大
抑
止
が
揺
る

ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
、
閣
僚
レ

ベ
ル
も
含
め
、
日
米
間
で
一
層

緊
密
な
意
思
疎
通
を
行
っ
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
ま

た
、
両
首
脳
は
、
尖
閣
諸
島
に

対
す
る
日
本
の
長
き
に
わ
た
る

施
政
を
損
な
お
う
と
す
る
い
か

な
る
一
方
的
な
行
動
に
も
反
対

す
る
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
岸
田
総
理
大

臣
か
ら
、
日
本
の
防
衛
力
を
抜

本
的
に
強
化
し
、
そ
の
裏
付
け

と
な
る
防
衛
費
の
相
当
な
増
額

を
確
保
す
る
決
意
を
表
明
し
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
、
こ
れ

に
対
す
る
強
い
支
持
を
得
た
上

で
、
両
首
脳
は
、
日
米
の
能
力

の
相
乗
効
果
を
最
大
化
し
、
日

米
同
盟
の
優
位
性
を
将
来
に
わ

た
っ
て
堅
持
す
る
た
め
、宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
の
領
域
や
先
進
技
術

の
分
野
を
含
め
、
日
米
間
の
安

全
保
障
・
防
衛
協
力
を
拡
大
・

深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
首
脳

は
、
沖
縄
を
始
め
と
す
る
地
元

の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
普

天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
避
け

る
た
め
の
唯
一
の
解
決
策
で
あ

る
辺
野
古
へ
の
移
設
を
含
め
、

在
日
米
軍
再
編
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

︵
経
済
政
策
に
お
け
る
日
米
間

の
協
力
に
つ
い
て
︶

　

両
首
脳
は
、
地
域
の
経
済
秩

序
へ
の
米
国
の
関
与
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
の
認

識
を
共
有
し
た
上
で
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
か
ら
、
イ
ン
ド
太
平

洋
経
済
枠
組
み
︵
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
︶

の
立
上
げ
を
表
明
し
、
岸
田
総

理
大
臣
か
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
と
そ

の
立
上
げ
に
係
る
バ
イ
デ
ン
大

統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
評

価
し
、
日
本
と
し
て
参
加
・
協

力
す
る
旨
述
べ
つ
つ
、
戦
略
的

な
観
点
か
ら
、
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

復
帰
を
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、

両
首
脳
は
、
日
米
両
国
の
競
争

力
・
強
靱
性
の
強
化
の
た
め
、

﹁
日
米
競
争
力
・
強
靱
性
︵
コ

ア
︶
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹂
の

下
、
が
ん
研
究
や
宇
宙
等
の
分

野
に
お
い
て
引
き
続
き
協
力
し

て
い
く
と
と
も
に
、
最
先
端
半

導
体
の
開
発
を
含
む
、
経
済
安

全
保
障
の
確
保
に
向
け
た
協
力

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
両
首
脳

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く

悪
化
し
て
い
る
中
、
Ｇ
７
や
国

際
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
更
に

掘
り
下
げ
る
た
め
、両
首
脳
は
、

1
月
の
テ
レ
ビ
会
談
の
際
に
立

上
げ
に
合
意
し
た
、
閣
僚
レ
ベ

ル
の
日
米
経
済
政
策
協
議
委
員

会
︵
経
済
版
﹁
2
＋
2
﹂︶
を

本
年
7
月
に
開
催
す
る
こ
と
で

一
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
岸

田
総
理
大
臣
の
進
め
る
﹁
新
し

い
資
本
主
義
﹂
に
関
し
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
か
ら
、
改
め
て
力

強
い
支
持
が
示
さ
れ
、
岸
田
総

理
大
臣
か
ら
、
中
間
層
重
視
の

政
策
を
掲
げ
る
バ
イ
デ
ン
大
統

領
と
協
力
し
て
、
主
要
国
に
共

通
す
る
経
済
政
策
の
大
き
な
潮

流
を
作
っ
て
い
き
た
い
旨
述
べ

ま
し
た
。

︵
地
球
規
模
課
題
に
つ
い
て
︶

　

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
国
際

社
会
の
平
和
と
安
全
に
主
要
な

責
任
を
負
う
安
保
理
を
含
む
、

国
連
の
改
革
と
強
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
述
べ
、
バ
イ
デ
ン
大

統
領
か
ら
、
同
意
す
る
と
と
も

に
、
改
革
さ
れ
た
安
保
理
に
お

い
て
日
本
が
常
任
理
事
国
に
な

る
こ
と
を
支
持
す
る
旨
述
べ
ま

し
た
。

　

両
首
脳
は
、
安
全
保
障
上
の

課
題
に
適
切
に
対
処
し
つ
つ
、

核
軍
縮
・
不
拡
散
に
関
す
る
現

実
的
・
実
効
的
な
取
組
を
進
め
、

﹁
核
兵
器
の
な
い
世
界
﹂
に
向

け
日
米
で
共
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
国
際
保
健
や
気

候
変
動
、
人
権
・
民
主
主
義
の

保
護
・
促
進
等
へ
の
対
応
に
つ

い
て
も
議
論
し
、
引
き
続
き
日

米
で
国
際
社
会
の
取
組
を
主
導

し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。

︵
人
的
交
流
の
促
進
、
２
０

２
３
年
の
広
島
で
の
Ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト
等
に
つ
い
て
︶

　

両
首
脳
は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
に
向
け
て
各
種
交
流
事
業
を

再
開
さ
せ
、﹁
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
﹂
の
実
現
に

向
け
た
人
材
育
成
や
交
流
や
更

な
る
日
系
人
の
参
画
を
含
め
、

日
米
間
の
揺
る
ぎ
な
い
絆
を
支

え
る
重
層
的
な
人
的
交
流
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。

　

両
首
脳
は
、
今
回
の
会
談
の

成
果
と
し
て
、
日
米
首
脳
共
同

声
明
﹁
自
由
で
開
か
れ
た
国
際

秩
序
の
強
化
﹂
を
発
出
し
ま
し

た
。
こ
の
声
明
は
、
現
下
の
国

際
情
勢
や
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

の
戦
略
的
重
要
性
を
踏
ま
え

た
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由

で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
維

持
・
発
展
を
目
指
す
日
米
の
共

同
戦
略
を
示
す
も
の
で
す
。

　

日
本
が
２
０
２
３
年
に
Ｇ
７

議
長
国
を
務
め
る
こ
と
に
議
論

が
及
び
、
岸
田
総
理
大
臣
か

ら
、
Ｇ
７
と
し
て
平
和
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
す
上
で
、

広
島
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
場
所
は

な
い
と
い
う
考
え
の
下
、
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
地
を
決
定
し

た
こ
と
を
紹
介
し
、両
首
脳
は
、

２
０
２
３
年
の
広
島
で
の
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
向
け
、
共

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
意
思
疎
通
を
継
続
し
、

引
き
続
き
緊
密
に
連
携
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
５
月

の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
訪
日
の

意
義
に
言
及
し
た
上
で
、
両
首

脳
は
、
日
米
同
盟
の
更
な
る
強

化
及
び
﹁
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
﹂の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
緊
密
に
連
携
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
７
月
に
開
催
予

定
の
閣
僚
級
の
日
米
経
済
政
策

協
議
委
員
会
︵
経
済
版
﹁
2
＋

2
﹂︶
の
成
功
に
向
け
協
力
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し
、
引

き
続
き
緊
密
に
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の

関
連
で
、
両
首
脳
は
、
プ
ラ
イ

ス
キ
ャ
ッ
プ
等
石
油
価
格
高
騰

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
議
論
し

ま
し
た
。

　
日
本
国
政
府

︵
写
真
提
供

：内
閣
広
報
室
︶

より詳しい情報は、首相官邸ホームページ（http://www.kantei.go.jp/）、
外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/）をご覧ください。

また、日本政府の政策や日本の魅力について、英文の日本政府公

式ホームページ「JapanGov」（http://www.japan.go.jp）や、英文

オンライン・マガジン「HIGHLIGHTING Japan」( 和文も掲載。

https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/index.html) も

ご参照ください。

この記事に関するご意見・ご感想は下記までお寄せください。

　　内閣府大臣官房政府広報室

　　Public Relations Offi ce, Cabinet Offi ce, Government of Japan
　　E-mail: g.kaigai@cao.go.jp

か
ら
、
大
統
領
と
し
て
初
め
て

訪
日
で
き
嬉
し
く
思
う
、
日
本

側
の
お
も
て
な
し
に
心
か
ら
感

謝
す
る
、
今
回
の
訪
日
を
通
じ

て
、
米
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
示
し
て
い
き
た
い
旨

述
べ
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
国
際
秩
序

の
根
幹
を
揺
る
が
す
中
、
法
の

支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ

た
国
際
秩
序
を
断
固
と
し
て
守

り
抜
く
必
要
性
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
両
首

脳
は
、
欧
州
で
進
行
中
の
危
機

の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
こ
そ
が
グ
ロ

ー
バ
ル
な
平
和
、
安
全
及
び
繁

栄
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
の
下
、﹁
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
﹂
の

実
現
に
向
け
、
基
本
的
価
値
を

共
有
す
る
同
盟
国
で
あ
る
日
米

が
国
際
社
会
を
主
導
し
、
引
き

続
き
豪
州
、
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
、
欧
州
、
カ
ナ
ダ
等
の
同

志
国
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
こ
の

関
連
で
、
両
首
脳
は
、
24
日
の

日
米
豪
印
首
脳
会
合
に
お
い

て
、﹁
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
﹂
の
実
現
に
向
け
、

様
々
な
実
践
的
協
力
の
進
捗
を

確
認
し
、
更
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

︵
地
域
情
勢
に
つ
い
て
︶

　

両
首
脳
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
Ｇ
７
を
始
め
と
す
る

国
際
社
会
と
緊
密
に
連
携
し
な

が
ら
、
対
露
制
裁
措
置
を
講
じ

つ
つ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
両
首
脳
は
、

今
回
の
侵
略
の
よ
う
な
力
に
よ

る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み

を
い
か
な
る
地
域
に
お
い
て
も

許
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
試
み

に
は
重
大
な
コ
ス
ト
が
伴
う
こ

と
を
明
確
に
示
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
の
認
識
で
一
致
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
両
首
脳
は
、

今
回
の
侵
略
に
よ
り
い
か
な
る

国
に
も
誤
っ
た
教
訓
を
与
え

ず
、
ま
た
機
会
が
訪
れ
た
と
誤

信
さ
せ
ぬ
よ
う
、
引
き
続
き
日

米
で
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
で
一
致
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
を
含
む
国
際
社
会

の
連
帯
に
向
け
、
日
本
が
各
国

ジョセフ・バイデン米国大統領と会談する岸田総理（６月 27 日）

写真撮影（５月 23 日）

日米首脳会談
（５月 23 日）

mailto:g.kaigai@cao.go.jp
http://www.kantei.go.jp/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/
http://www.japan.go.jp
https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/index.html
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一
般
社
団
法
人
サ
ク
ラ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
７
月
６
日
、
次
世

代
の
若
者
を
育
成
す
る
た
め
の

﹁
日
本
の
素
材
﹂
を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
内
ア
イ

ロ
ン
ゲ
ー
ト
劇
場
で
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
近
郊
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
学
部
専
攻
の
学
生
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
と
も
に
開
催
し
た
。
同
法

人
が
10
年
間
海
外
で
実
施
し
て

き
た
シ
ョ
ー
の
一
環
で
、
北
米

で
は
初
開
催
と
な
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
静
岡
の
伝
統
織
物

﹁
遠
州
綿
紬
﹂。伝
統
を
重
ん
じ
、

日
本
の
四
季
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

色
で
糸
を
染
め
、
昔
な
が
ら
の

織
機
で
１
日
40
メ
ー
ト
ル
以

上
、丁
寧
に
織
ら
れ
た
生
地
は
、

驚
く
ほ
ど
柔
ら
か
な
手
触
り
。

明
治
以
降
、
織
機
メ
ー
カ
ー
と

し
て
創
業
し
た
現
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
浜
松
に
本
社
を
構
え
る
ス

ズ
キ
株
式
会
社
に
よ
り
、
動
力

で
織
機
を
動
か
す
力
織
機
︵
り

き
し
ょ
っ
き
︶
が
登
場
、
昭
和

30
年
代
に
全
盛
期
を
迎
え
た
。

浜
松
市
は
現
在
も
日
本
３
大
繊

維
産
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
共
催
の

在
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
の
森
美
樹
夫

大
使
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市

長
ジ
ム
・
ケ
ニ
ー
氏
が
挨
拶
、

尺
八
生
演
奏
と
殺
陣
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー 

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
表
彰
式
、
懇
親
会

も
行
わ
れ
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
は

今
年
10
月
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
も
大
規

模
な
日
本
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
主
催

し
た
サ
ク
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
代

表
理
事
の
田
畑
則
子
さ
ん
は

﹁
コ
ロ
ナ
の
２
年
間
、
予
定
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な

り
、
な
ん
と
か
継
続
し
よ
う
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
き
た
が
今
回
、
北
米

大
会
を
初
め
て
開
催
で
き
た
こ

と
、
そ
れ
も
、
リ
ア
ル
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
実
施
し
た
こ
と
を

と
て
も
感
慨
深
く
思
う
。
森
大

使
を
は
じ
め
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
市
の
ケ
ニ
ー
市
長
な
ど
も

ご
出
席
く
だ
さ
り
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
大
き
な
歴
史
の
意
味

を
も
つ
出
来
事
で
す
﹂
と
話
し

て
い
た
。
同
大
会
は
全
日
空
、

マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
、
ぬ
く
も
り
工

房
、Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ａ
が
後
援
し
た
。

︵
関
連
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
11
面
に
︶

遠
州
綿
紬
を
テ
ー
マ
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

日
本
素
材
を
活
か
す
﹁
サ
ク
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催

華
や
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
幕
を
閉
じ
た
サ
ク
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
北
米
大
会
︵
ペ
ン
大
講
堂
で
︶

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ WEB ギャラリー 「道原 聡」
 絵画や陶芸など、多彩なジャンルのアーティストの作

品を紹介している日本クラブ WEB ギャラリー（https://
nippongallery.nipponclub.org）では、柔和な色彩とファンタ
ジーに満ちた表現で、イタリアと日本各都市の歴史的建造物
や風景を優雅に描くイタリア在住のアーティスト、道原聡（ど
うばら・さとし）氏を新たにお迎えしています。心地よい癒
し溢れる作品をぜひご覧ください。日本クラブ WEB ギャラ
リーでは、随時参加アーティストを募集しています。作品販
売可。お問い合わせは gallery@nipponclub.org まで。

「Hiroshima (Heart trees)」 2012、キャンバスに油彩、60 x 70 cm 世界中
からの人々の平和への祈りを受け止めて来た「原爆ドーム」、平和への願
いと希望をハート形の木に託し描かれています。

■タングルウッド音楽祭バスツアー  
 

会期： 8 月 20 日（土）
 参加費： 日本クラブ会員 $175/ 一般 $195
 詳細・お申し込み： www.nipponclub.org 
 「EVENTS」のページをご覧ください。
 夏の恒例行事「タングルウッド音楽祭」、日帰りバスツアー

を開催いたします。演目はニューヨーク出身の作曲家ジョ
ン・ウィリアズ氏（写真左）の 90 歳の誕生日を祝う、「John 
Williams–The Tanglewood 90th Birthday Celebration」をご鑑
賞いただきます。バス車内では、指揮者・伊藤玲阿奈氏（写
真右）によるミニレクチャーを開催、ジョン・ウィリアムズ
氏や彼の曲について、そして夏の野外音楽祭の楽しみ方など
をお話いただきます。

 

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

　

１
７
０
０
年
代
か
ら
現
在
ま

で
の
５
０
０
以
上
の
舞
台
作
品

に
焦
点
を
当
て
た
﹁
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂︵
西

45
丁
目
１
４
５
番
地
︶
が
、
こ

の
秋
11
月
15
日
︵
火
︶
に
オ
ー

プ
ン
す
る
。
館
内
に
は
衣
装
や

小
道
具
、
貴
重
な
写
真
や
映
像

な
ど
の
資
料
が
展
示
さ
れ
、﹁
レ

ン
ト
﹂﹁
ザ
・
ウ
ィ
ズ
﹂﹁
ジ
ー

グ
フ
ェ
ル
ド
・
フ
ォ
リ
ー
ズ
﹂

﹁
オ
ク
ラ
ホ
マ
！
﹂﹁
ア
イ
ン

ト
・
ミ
ス
・
ビ
ハ
ヴ
ィ
ン
﹂
な

ど
の
作
品
世
界
に
触
れ
な
が
ら

没
入
型
の
体
験
が
で
き
る
。
劇

場
街
の
発
展
に
寄
与
し
た
重
要

な
作
品
や
、
後
続
た
ち
へ
の
道

を
切
り
開
い
た
瞬
間
に
つ
い
て

学
べ
る
と
い
う
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
企
画
展
﹁
メ
イ
キ
ン
グ
・
オ

ブ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
シ
ョ

ー
﹂
入
場
料
は
39
ド
ル
か
ら
、

チ
ケ
ッ
ト
は
発
売
中
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
them

useum
ofbroadw

ay.
com

/

を
参
照
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

博
物
館
が
秋
に
開
館

https://nippongallery.nipponclub.org
https://nippongallery.nipponclub.org
mailto:gallery@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.themuseumofbroadway.com/
http://kkobo.com/
http://shinbashi72.com/
tel:2019438003
https://www.hondag.com
tel:2122136069
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://op-ed.jp
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Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
吉
報
！ 

国
民
年
金
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
外
と
決
定
！
︵
下
︶

　

２
０
１
６
年
国
民
年
金
に
対

す
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
で
米
国
年

金
が
減
額
さ
れ
た
方
か
ら
相
談

を
受
け
た
際
、
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス

に
減
額
の
根
拠
の
確
認
を
勧
め

ま
し
た
。
本
部
に
問
い
合
わ
せ

た
上
で
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の
レ

タ
ー
に
よ
る
回
答
は
、
本
部
は

国
民
年
金
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
対
象
と

の
回
答
だ
が
、
自
分
た
ち
は
対

象
外
で
あ
る
と
思
う
と
い
う
実

に
フ
ェ
ア
な
も
の
で
し
た
。
私

は
そ
の
回
答
に
動
か
さ
れ
、﹁
国

民
年
金
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用
問

題
﹂
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

18
年
１
月
外
務
省
北
米
２
課

を
訪
問
し
、
国
民
年
金
の
Ｗ
Ｅ

Ｐ
誤
適
用
の
是
正
を
要
請
。
在

Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
あ
て
に

取
り
組
み
の
促
進
を
促
す
投
稿

を
Ｈ
Ｐ
や
米
国
各
地
の
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
で
呼
び
掛
け
た
結

果
、
こ
の
是
正
問
題
は
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
在
米
日
本
大
使
館

で
担
当
す
る
旨
の
訓
令
が
18
年

８
月
に
外
務
省
か
ら
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
降
、
大
使
宛
早
期
解
決
を

求
め
る
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
。
全
米
の
日
本
商
工
会
議

所
・
日
系
人
会
・
日
本
人
会
に

も
投
稿
を
依
頼
し
た
結
果
、
Ｎ

Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
も
要
請
文
を
会
頭
、
会

長
名
で
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
か

ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
在
米
日
本
大

使
館
を
訪
問
し
た
り
し
ま
し
た

が
進
展
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
う
し
た
中
で
20
年
夏
以

降
、
在
米
日
本
大
使
館
の
担
当

の
方
と
の
定
期
的
ミ
ー
テ
イ
ン

グ
や
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
の
レ
タ
ー
の
や

り
取
り
等
に
よ
る
問
題
解
決
へ

の
更
な
る
取
組
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
誤
適
用
早
期
解
決

の
嘆
願
書
を
Ｓ
Ｓ
Ａ
及
び
大
使

館
宛
に
提
出
も
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
に
入
り
、
米
連

邦
議
会
の
米
日
コ
ー
カ
ス
か
ら

Ｓ
Ｓ
Ａ
長
官
宛
、
検
討
の
加
速

化
を
要
請
す
る
レ
タ
ー
が
発
出

さ
れ
る
な
ど
、
本
件
へ
の
理

解
、
協
力
が
着
実
に
拡
が
っ
て

い
っ
た
結
果
、
今
回
一
定
の
成

果
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

今
回
の
発
表
は
、
日
米
か
ら

年
金
を
既
に
受
給
し
て
い
る

方
、
将
来
受
給
す
る
方
に
と

り
、
老
後
の
貴
重
な
財
産
の
確

保
や
、
老
後
の
生
活
設
計
が
可

能
と
な
る
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
官

民
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
大

き
な
成
果
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
ま
た
前
述
の
通
り
今
回

の
決
定
の
詳
細
が
不
明
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
参
考
情
報

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

﹁
海
外
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
﹂

で
は
５
名︵
３
名
は
米
国
在
住
︶

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
で

本
件
誤
適
用
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
最
終
決
着
が
つ

く
ま
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
を
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

Ｏ-

１
ビ
ザ
は
一
般
に
芸
術

家
︵
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
、
俳
優
、
ダ
ン
サ
ー

な
ど
︶
に
出
さ
れ
る
ビ
ザ
で
す

が
、
実
は
こ
の
ビ
ザ
は
事
業
家

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

以
前
も
本
紙
に
寄
稿
し
ま
し
た

が
、
最
近
ま
た
皆
様
か
ら
多
く

寄
せ
ら
れ
る
質
問
の
一
つ
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
起
業
し
た
い

け
れ
ど
投
資
家
を
対
象
に
し
た

Ｅ-

２
ビ
ザ
は
高
額
の
資
本
金

を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
取
得
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
。
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
子

会
社
ま
た
は
関
連
会
社
を
設
立

し
て
駐
在
員
と
し
て
Ｌ-

１
ビ

ザ
を
申
請
し
た
け
れ
ど
、
設
立

し
た
ば
か
り
の
会
社
で
は
ビ
ザ

は
１
年
し
か
許
可
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
Ｌ-

１
ビ
ザ
の
延
長
申

請
は
、
業
績
が
着
実
に
上
が
っ

て
い
る
会
社
で
な
け
れ
ば
非
常

に
難
し
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
す
か
？
と
い
う
よ
う
な
ご
相

談
を
受
け
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｋ

さ
ん
の
例
を
あ
げ
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
会
社
を
日
本
で
数

年
前
に
設
立
し
、
デ
ジ
タ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
界
で
も
最

大
手
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
も

行
い
、
本
も
出
版
し
て
、
新

聞
・
雑
誌
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

業
務
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
起

業
し
、
友
人
は
Ｌ-

１
ビ
ザ
を

取
得
し
ま
し
た
、
Ｋ
さ
ん
は
米

国
で
起
業
し
た
ば
か
り
の
会
社 

K
S N

ew
 Y

ork
社
で
２
人

Ｌ-

１
ビ
ザ
は
取
得
難
し
い
で

す
。
こ
の
Ｋ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で

す
が
、
条
件
を
満
た
せ
ば
Ｏ-

１
ビ
ザ
を
取
得
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
Ｋ
さ
ん
が
ビ

ザ
を
取
得
す
る
に
は
、
ま
ず

次
の
２
種
類
の
書
類
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
職
務
内
容
の
説
明
と
、
卓

越
し
た
才
能
を
持
つ
人
物
が

そ
の
職
務
に
な
ぜ
必
要
か
を

説
明
す
る
会
社
か
ら
の
書
状

・ 

Ｋ 

さ

ん

とK
S N

ew
 

Y
ork

社
、
お
よ
び
他
の
会

社
か
ら
の
雇
用
契
約
書

　

ま
た
、
次
の
８
つ
の
う
ち

少
な
く
と
も
３
つ
以
上
の
項

目
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
主
要
な
賞
の
受
賞
者
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

・
本
人
が
同
種
の
著
名
な
業

界
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
資
料

・ 

本
人
の
業
績
に
関
す
る
新

聞
、
雑
誌
、
業
界
誌
、
Ｔ
Ｖ
、

そ
の
他
メ
デ
ィ
ア
の
記
事

・ 

同
業
者
の
研
究
、
作
品
な

ど
を
審
査
し
た
経
験
、
ま
た

は
審
査
員
団
の
一
員
に
な
っ

た
経
験
を
証
明
す
る
資
料

・ 

科
学
、
学
術
、
ま
た
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
分
野
で
貢
献
を
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

・ 

科
学
、
学
術
、
ま
た
は
専

門
分
野
の
業
界
紙
、
ま
た
は

メ
デ
ィ
ア
へ
の
本
人
の
記
事

・ 

著
名
な
組
織
や
団
体
で
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
経
験
を

証
明
す
る
資
料

・ 

他
の
事
業
家
と
比
較
し
て

申
請
者
本
人
が
多
額
の
給
与

を
得
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

事
実
を
証
明
す
る
資
料

　

そ
し
て
上
記
の
条
件
を
通

し
て
、
総
体
的
に
Ｋ
さ
ん
の

事
業
の
業
界
の
中
で
ト
ッ
プ
数

パ
ー
セ
ン
ト
に
属
す
る
と
い
う

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
年
１
月
21
日
に

移
民
局
は
、
Ｏ-

１
ビ
ザ
の
審

査
に
関
し
て
、T

otality of 
E

vidence

︵
提
出
し
た
証
拠

を
総
体
的
に
︶
吟
味
し
て
判
断

す
る
と
い
う
指
針
を
出
し
ま
し

た
。
以
前
よ
り
も
厳
し
く
審
査

さ
れ
ま
す
が
、
上
記
を
３
つ
以

上
該
当
す
る
書
類
と
そ
れ
ぞ
れ

該
当
す
る
理
由
な
ど
を
詳
細
に

説
明
す
れ
ば
、
実
業
家
と
し
て

Ｏ-

１
ビ
ザ
を
取
得
で
き
る
で

し
ょ
う
。︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

事
業
家
に
も
適
用

さ
れ
る
Ｏ-

１
ビ
ザ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
こ
の
ほ

ど
、
18
歳
以
下
の
同
市
在
住
者

を
対
象
に
、
同
市
内
３
０
０
か

所
で
朝
食
と
昼
食
を
無
料
で
配

布
す
る
夏
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
始
し
た
。 

　

配
布
場
所
は
学
校
校
舎
や
公

共
プ
ー
ル
、
公
園
、
フ
ー
ド
・

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
、
受
け
取
り

に
身
分
証
明
書
の
提
示
は
必
要

な
い
。
温
か
い
食
事
、
冷
蔵
食

品
、
植
物
由
来
の
材
料
を
使
っ

た
食
事
、
コ
ー
シ
ャ
食
品
の
選

択
肢
が
あ
る
ほ
か
、
22
か
所
で

は
ハ
ラ
ル
食
品
も
提
供
し
て
い

る
。
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
同

市
長
は
﹁
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
子
供
た
ち
に
、
次
の
食

事
は
ど
こ
で
食
べ
ら
れ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
心
配
せ
ず

に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
べ

き
だ
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
さ

に
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
﹂
と

話
し
て
い
る
。
配
布
時
間
は
、

朝
食
は
午
前
８
時
〜
９
時
15

分
、
昼
食
は
午
前
11
時
〜
午
後

１
時
15
分
。
９
月
２
日
ま
で
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
15
日
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ア

ス
ト
リ
ア
に
あ
る
フ
ェ
リ
ー
乗

船
場
で
記
者
会
見
し
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ

フ
ェ
リ
ー
乗
船
の
一
般
料
金
を

９
月
12
日
か
ら
片
道
、
現
行
の

２
ド
ル
75
セ
ン
ト
か
ら
４
ド
ル

に
値
上
げ
す
る
と
発
表
し
た
。

た
だ
し
頻
繁
に
利
用
す
る
乗
客

向
け
に
10
回
分
の
回
数
券
が
27

ド
ル
50
セ
ン
ト
で
販
売
さ
れ

る
。
こ
れ
を
購
入
す
る
と
1
回

2
ド
ル
75
セ
ン
ト
と
な
る
た
め

現
行
と
変
わ
ら
な
い
。

　

低
所
得
者
、
シ
ニ
ア
、
障
害

の
あ
る
市
民
の
片
道
乗
船
料

は
、
現
価
格
か
ら
１
ド
ル
40
セ

ン
ト
減
の
１
ド
ル
35
セ
ン
ト

と
な
り
、
同
市
在
住
者
の
約

１
０
０
万
人
が
割
引
の
対
象
と

な
る
。
低
所
得
者
対
象
の
公
共

交
通
機
関
の
割
引
制
度
登
録
者

は
、
自
動
的
に
フ
ェ
リ
ー
乗
車

の
割
引
が
適
応
に
な
る
。
値
上

げ
は
観
光
客
や
た
ま
に
し
か
利

用
し
な
い
乗
客
︵
シ
ン
グ
ル
・

ラ
イ
ド
で
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

者
︶
が
対
象
。 

毎
日
通
勤
で

使
う
人
や
低
所
得
者
に
配
慮
し

た
値
上
げ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
の
単
発
運
賃
が
４
ド
ル
に
値
上
げ

　

世
界
の
主
要
都
市
で
情
報
誌

を
発
行
す
る
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌

は
こ
の
ほ
ど
、
世
界
で
最
も
不

潔
な
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
イ
タ
リ

ア
の
ロ
ー
マ
に
次
い
で
２
位
、

３
位
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ

ラ
ス
ゴ
ー
だ
っ
た
。 

　

同
誌
は
、
今
年
で
５
回
目
と

な
る
都
市
部
の
清
潔
さ
や
食
べ

物
、
文
化
に
関
す
る
毎
年
恒
例

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
今
年
３

月
、
メ
ル
ボ
ル
ン
や
東
京
、
シ

カ
ゴ
な
ど
の
世
界
の
主
要
都
市

在
住
者
２
万
７
０
０
０
人
を
対

象
に
行
っ
た
。
最
も
清
潔
な
都

市
の
1
位
は
、
人
口
が
Ｎ
Ｙ
市

の
８
分
の
１
で
約
１
０
０
万
人

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
首
都
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
、
２
位
ド
バ
イ
、

３
位
ア
ブ
ダ
ビ
だ
っ
た
。
エ
リ

ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は

今
年
４
月
、
ネ
ズ
ミ
や
汚
臭
の

原
因
と
な
る
路
上
の
ゴ
ミ
削
減

を
目
的
に
巨
大
ゴ
ミ
箱
の
設
置

を
発
表
し
、
１
１
０
０
万
ド
ル

を
投
じ
新
た
な
清
掃
車
を
導
入

し
た
。

汚
い
都
市
Ｎ
Ｙ

世
界
で
第
２
位

ロ
ー
マ
が
不
潔
都
市
１
位

　

米
疾
病
対
策
予
防
セ
ン
タ

ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
は
18
日
、
全
米

の
サ
ル
痘
感
染
者
総
数
の
3
割

以
上
を
占
め
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
６
１
８
人
の
感
染
を
確
認

し
た
と
発
表
し
た
。
同
市
で
は

１
週
間
で
、
感
染
者
数
が
倍
増

し
て
お
り
、
前
日
の
17
日
に

は
、
最
新
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
っ

て
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
3
区
で
集

団
予
防
接
種
会
場
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い

た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ス
タ
ッ
テ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
合
わ
せ
５
区

全
域
で
の
接
種
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

17
日
の
予
約
は
、
前
週
の
15

日
︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
開
始

さ
れ
た
が
、
９
２
０
０
回
の
予

約
枠
は
10
分
足
ら
ず
で
埋
ま
っ

た
。
市
は
リ
ス
ク
の
高
い
人
々

に
対
し
４
０
０
０
回
の
追
加

予
約
枠
を
設
け
る
と
発
表
し

た
。
市
保
健
委
員
の
ア
シ
ュ
ウ

ィ
ン
・
ヴ
ァ
サ
ン
医
師
は
﹁
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
不
足
と
検
査
装

置
の
遅
れ
の
た
め
、
過
去
最
大

規
模
の
サ
ル
痘
の
発
生
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
は
二
重

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
闘
っ
て
い

る
﹂
と
述
べ
た
。
全
米
で
は

１
８
１
４
人
︵
18
日
現
在
︶
の

感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
の
モ
ン
キ
ー
ポ
ッ
ク
ス

専
用
サ
イ
トvax4nyc.nyc.

gov/m
onkeypox

か

ら

感

染
情
報
の
入
手
や
ワ
ク
チ
ン
の

予
約
が
で
き
る
。

　

今
年
秋

に
行
わ
れ

る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州

議
会
議
員

選
挙
に
立
候
補
し
て
い
た
ビ

ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
前
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
が
、
選
挙
戦
か
ら
離

脱
す
る
と
19
日
発
表
し
た
。
同

氏
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
一
部

と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
西
部
の
一
帯

を
含
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会

第
10
区
の
代
表
と
し
て
立
候
補

し
て
い
た
。
予
備
選
は
8
月
23

日
に
行
わ
れ
る
。
同
氏
は
﹁
出

馬
す
る
選
挙
区
の
人
々
が
別
の

選
択
肢
を
探
し
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
、
私
は
そ
れ
を
尊
重
し

た
い
﹂と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。﹁
私

は
選
挙
政
治
か
ら
離
れ
、
他
の

奉
仕
活
動
に
専
念
す
る
時
が
来

た
。
出
会
っ
た
人
た
ち
、
話
を

聞
い
て
く
れ
、
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
る
﹂と
述
べ
た
。

前
回
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

第
10
区
の
民
主
党
員
の
約
64
％

が
同
氏
の
市
長
時
代
の
業
績
に

不
支
持
を
示
し
た
。
同
地
区
に

出
馬
す
る
民
主
党
議
員
9
人
を

対
象
に
し
た
世
論
調
査
で
も
、

デ
ブ
ラ
シ
オ
氏
は
最
下
位
か
ら

2
番
目
だ
っ
た
。

朝ごはんとランチ

無料で配布します

18 歳以下に市内 300 か所で

サ
ル
痘
感
染
者
Ｎ
Ｙ
で
急
拡
大

市
内
全
５
区
に
集
団
予
防
接
種
会
場
特
設

デ
ブ
ラ
シ
オ
氏
Ｎ
Ｙ
州

議
員
選
挙
出
馬
を
断
念

mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://www.maxjob.com/
tel:9175773969
https://michaeldunnlaw.com
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自
閉
症
の
症
状
の
出
方
は
十

人
十
色
で
す
が
、
そ
れ
で
も

幾
つ
か
の
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
﹁
人
に
触
れ

ら
れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
﹂
で

す
。
自
閉
症
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
シ

ョ
ー
﹁
夜
の
犬
の
奇
妙
な
事
件

︵T
he C

u
riou

s In
ciden

t 
of the D

og in T
he N

ight-
T

im
e

︶
﹂
の
中
で
、
自
閉
症
の

主
人
公
ジ
ョ
ン
が
、
人
に
触
れ

ら
れ
る
こ
と
を
嫌
が
り
逃
げ
回

る
様
子
が
、
自
閉
症
に
典
型
的

な
行
動
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
何
故
な
の
か
疑
問
で
し

た
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
食
事
療
法
を
ま
と

め
た
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
・
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
医
学
博
士

の
著
書
﹁
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
腸
と
心
の

症
候
群
﹂
の
第
３
部
の
６
﹁
教

育
に
つ
い
て
﹂
の
中
に
、
こ
う

書
い
て
い
ま
す
。
﹁
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ

の
子
供
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
学

習
を
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
。
脳

が
毒
さ
れ
、
情
報
の
処
理
能
力

が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
脳
の

機
能
形
成
に
非
常
に
重
要
な
時

期
に
、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
情

報
を
吸
収
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら

の
耳
、
眼
、
味
蕾
、
肌
の
セ
ン

サ
ー
と
い
っ
た
感
覚
器
官
は
正

常
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
受
容
し

た
情
報
が
脳
に
伝
わ
っ
た
時

に
、
脳
に
毒
が
詰
ま
っ
て
い
る

た
め
、
正
常
に
処
理
さ
れ
な
い

の
で
す
﹂

　

あ
る
自
閉
症
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
は
、
人
に
触
れ
ら
れ
る
の
を

嫌
が
る
理
由
を
こ
う
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。﹁
み
ん
な
い
つ
も

怒
っ
て
い
て
、
攻
撃
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
、
触
ら
れ
る
と
痛
い

ん
だ
！
﹂。﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
痛

い
﹂
と
い
う
表
現
は
、
彼
の
皮

膚
感
覚
が
そ
れ
ほ
ど
繊
細
で
敏

感
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

自
閉
症
の
子
供
た
ち
が

人
に
触
れ
ら
れ
る
の
を
嫌
が
る
理
由

す
。
皮
膚
は
一
番
大
き
な
感
覚

器
官
で
す
。
全
身
を
包
み
、
自

分
と
そ
れ
以
外
の
物
と
の
境
界

線
で
も
あ
り
ま
す
。
直
接
何
か

に
触
れ
ら
れ
な
く
て
も
、
眼
に

は
見
え
な
い
空
気
中
の
何
か
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

触
覚
で
す
。
自
閉
症
の
彼
ら
は
、

感
覚
異
常
が
功
を
奏
し
て
か
、

普
通
の
人
が
感
じ
な
い
極
繊
細

で
微
妙
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ

が
例
え
親
で
あ
っ
て
も
、
自
分

を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
か

否
か
、
自
分
に
と
っ
て
安
全
な

人
間
か
否
か
を
感
じ
取
る
動
物

的
な
感
覚
が
働
く
の
で
す
。

　

自
分
の
子
供
が
自
閉
症
と
診

断
さ
れ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

な
い
親
は
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は

驚
き
、
特
に
初
め
は
、
そ
れ
を

容
易
に
受
け
入
れ
た
り
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

親
た
ち
は
、
そ
の
拒
絶
反
応
を

言
葉
や
行
動
に
出
さ
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
感
情
が
体
現
さ
れ

て
し
ま
う
の
は
自
然
な
こ
と
で

す
の
で
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
特

に
７
歳
ま
で
は
、
自
閉
症
で
あ

っ
て
も
な
く
て
も
、
母
親
の
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
繋
が
っ
た
ま

ま
育
ち
ま
す
。
親
が
思
っ
て
い

る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、

空
気
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
結
果
、
人
々
の
拒

絶
が
激
し
け
れ
ば
激
し
い
ほ

ど
、
そ
れ
が
彼
ら
に
は
痛
み
と

し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
こ
れ
は
、
私
が
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
学
ん
だ
、﹁
自

閉
症
の
子
供
た
ち
が
人
に
触
れ

ら
れ
る
の
を
嫌
が
る
理
由
﹂
で

す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

NY核シェルター時代
ロ
シ
ア
の
使
用
に
備
え
て

Ｎ
Ｙ
市
が
説
明
の
動
画
を
公
開

香
港
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

フ
ェ
ス
30
日
と
31
日

　

毎
年
恒
例
の
﹁
香
港
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

イ
ン
・
Ｎ
Ｙ
﹂
が
30
日
︵
土
︶

と
31
日
︵
日
︶
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、
ク
イ
ー
ン
ズ

の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
パ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

　

１
９
９
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
北
米
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ト
チ
ー
ム
が
速
さ
を
競
い
合

う
。
30
日
午
前
11
時
30
分
か
ら

は
、
Ｎ
Ｙ
市
長
室
﹁
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
﹂
と
ク
イ
ー

ン
ズ
区
長
室
チ
ー
ム
の
特
別
マ

ッ
チ
レ
ー
ス
も
開
催
さ
れ
る
。

　

レ
ー
ス
会
場
で
は
、
中
国
・

香
港
の
伝
統
音
楽
・
舞
踊
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
フ
ー

ド
・
ド
リ
ン
ク
ベ
ン
ダ
ー
が
出

店
す
る
。
行
き
方
は
、
地
下
鉄

７
番
線
﹁
メ
ッ
ツ
・
ウ
ィ
レ
ッ

ツ
・
ポ
イ
ン
ト
﹂
駅
か
ら
会
場

ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ

れ
る
。
雨
天
開
催
。
入
場
無

料
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
hkdbf-ny.org

を
参
照
。

イ
バ
ナ
・
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
死
去

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
緊
急
管
理

局
は
11
日
、
核
兵
器
に
よ
る
攻

撃
を
受
け
た
と
き
、
住
民
が
取

る
べ
き
行
動
を
説
明
し
た
動
画

を
公
開
し
た
。

　

緊
急
管
理
局
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
や
近
郊
で
核
攻
撃
が
発

生
す
る
可
能
性
は
非
常
に
低
い

が
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

手
順
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
重

要
だ
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
。
ア

ダ
ム
ス
市
長
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
お
り
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
核
兵
器
使
用
も
辞

さ
な
い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
た
対
応
と
見

ら
れ
る
。

　

動
画
は
90
秒
ほ
ど
で
、
黒
い

服
の
女
性
が
﹁
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ

ル
﹂︵
Ｎ
Ｙ
市
の
愛
称
︶
に
核

兵
器
に
よ
る
攻
撃
が
あ
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
説
明

を
し
て
い
く
。﹁
ど
う
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
き
る
か
は
尋
ね
な

い
で
く
だ
さ
い
﹂
と
断
り
を
入

れ
た
の
ち
﹁
３
つ
の
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
が
あ
る
﹂
と
説
明
が
開

始
さ
れ
る
。ス
テ
ッ
プ
１
は﹁
す

ぐ
に
屋
内
に
避
難
す
る
こ
と
﹂

で
、
窓
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

に
移
動
す
る
こ
と
。
車
内
に
留

ま
る
の
は
薦
め
ら
れ
な
い
と
し

て
い
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
２
は
﹁
室
内
に
留

ま
る
こ
と
﹂
で
、
建
物
の
窓
と

扉
を
す
べ
て
閉
め
、
可
能
な
限

り
建
物
の
奥
に
い
る
よ
う
に

し
、
地
下
室
が
あ
れ
ば
そ
こ
に

隠
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
爆

発
時
に
屋
外
に
い
た
場
合
は
、

放
射
性
物
質
が
付
着
し
た
す
べ

て
の
服
を
ポ
リ
袋
な
ど
に
入

れ
、
す
ぐ
に
石
鹸
や
シ
ャ
ン
プ

ー
を
使
い
シ
ャ
ワ
ー
で
体
を
洗

い
流
す
こ
と
し
て
い
る
。

　

最
後
の
ス
テ
ッ
プ
３
は
﹁
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
最
新
情
報
を
得

る
こ
と
﹂
で
、
安
全
で
あ
る
と

公
式
発
表
が
あ
る
ま
で
は
外
に

で
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
無
料
の
公
式

緊
急
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

N
otify N

Y
C

へ
の
登
録
も
求

め
て
い
る
。　

　

旧
ソ
連
陣
営
と
西
側
が
対
立

し
た
冷
戦
時
代
は
、
こ
う
し
た

核
攻
撃
に
関
す
る
公
共
広
告
は

も
ち
ろ
ん
避
難
訓
練
も
行
わ
れ

て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

に
１
万
７
千
か
所
以
上
の
核
シ

ェ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
た

時
期
も
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
の
最

初
の
妻
イ
バ
ナ
・
ト
ラ
ン
プ
さ

ん
が
14
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に

あ
る
自
宅
ア
パ
ー
ト
で
死
去
し

た
。
73
歳
だ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
14

日
、
自
身
で
設
立
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
﹁T

ruth 
Social

﹂
に
﹁
彼
女
は
素
晴
ら

し
く
、
美
し
く
、
驚
く
べ
き
女

性
で
あ
り
、
偉
大
で
感
銘
を
与

え
る
人
生
を
送
っ
た
﹂
と
投
稿

し
た
。

　

同
市
消
防
局
に
よ
れ
ば
、
通

報
で
駆
け
つ
け
た
が
す
で
に
死

亡
し
て
い
た
と
い
う
。
同
市
検

視
当
局
は
15
日
、
死
因
は
、
階

段
を
踏
み
外
し
転
倒
、
胴
体
を

強
く
打
っ
た
こ
と
に
よ
る
負
傷

が
原
因
と
の
見
解
を
示
し
た
。

警
察
も
事
件
性
は
な
い
と
し
て

い
る
。

　

イ
バ
ナ
さ
ん
は
１
９
４
９

年
、
当
時
共
産
主
義
体
制
下
に

あ
っ
た
旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

で
生
ま
れ
た
。
ス
キ
ー
選
手
を

し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ス
キ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

だ
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ

ン
ク
ル
マ
イ
ヤ
ー
氏
と
結
婚
し

た
こ
と
で
、
亡
命
す
る
こ
と
な

く
共
産
国
を
離
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
カ
ナ
ダ
で
暮
ら
し
、

ス
キ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
や
モ
デ
ル
と
し
て
働
い
た
。

１
９
７
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
訪
れ
た
際
に
、
ま
だ
不
動
産

業
の
駆
け
出
し
だ
っ
た
ト
ラ
ン

プ
氏
と
出
会
い
、
翌
年
結
婚
し

た
。
野
心
的
で
﹁
50
年
後
に
は

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
な
る
﹂
と

話
し
、
派
手
な
振
る
舞
い
で
２

人
は
た
び
た
び
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙

を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ラ

ン
プ
タ
ワ
ー
や
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
シ
テ
ィ
に
あ
る
カ
ジ
ノ
ホ

テ
ル
の
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
な
ど

ト
ラ
ン
プ
氏
の
不
動
産
経
営
に

も
関
わ
り
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の

支
配
人
に
も
な
っ
た
。

　

長
男
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ュ
ニ
ア

氏
、
長
女
イ
バ
ン
カ
氏
、
次
男

エ
リ
ッ
ク
氏
の
３
児
を
も
う
け

た
が
、
１
９
９
２
年
に
離
婚
し

た
。
イ
バ
ナ
さ
ん
は
離
婚
後
、

美
容
製
品
や
衣
料
品
、
宝
飾
品

な
ど
の
自
身
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
た
。﹃
こ
れ
か
ら
の
ベ

ス
ト　

離
婚
に
対
処
し
、
再
び

人
生
を
楽
し
む
﹄︵
１
９
９
５
︶

か

ら

最

近

で

は
﹃R

aising 
T

rum
p

﹄︵
２
０
１
７
︶
な
ど
、

書
籍
も
出
版
し
た
。

　

ト

ラ

ン

プ

氏

の

方

は
、

１
９
９
３
年
に
２
番
目
の
妻
マ

ー
ラ
・
メ
イ
プ
ル
ズ
さ
ん
と
再

婚
。
１
９
９
９
年
に
離
婚
し
、

２
０
０
５
年
に
現
在
の
妻
メ
ラ

ニ
ア
さ
ん
と
結
婚
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
一
家
は
声
明
で

﹁
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
影
響
力
を
持

つ
人
物
か
つ
世
界
的
ア
ス
リ
ー

ト
で
あ
り
、
輝
く
よ
う
な
美
し

さ
を
持
つ
、
思
い
や
り
の
あ
る

母
親
で
あ
り
友
人
﹂
と
讃
え
、

﹁
サ
バ
イ
バ
ー
だ
っ
た
。
彼
女

は
共
産
主
義
か
ら
逃
れ
、
こ
の

国
に
根
を
張
っ
た
﹂﹁
子
供
た

ち
に
気
概
と
強
さ
、
思
い
や
り

と
決
断
力
を
教
え
た
﹂
と
惜
し

ん
だ
。

Ｎ
Ｙ
市
が
核
兵
器
に
よ
る
攻

撃
を
受
け
た
場
合
の
取
る
べ

き
行
動
を
説
明
す
る
動
画

（１）すぐに屋内に避難を
（２）室内に留まること
（３）最新情報の入手を

対応すべき３つのポイント

共
産
圏
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
に

https://www.hkdbf-ny.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net


﹁
宇
宙
の
意
志
﹂
と
調
和
す
る
心

愛
と
誠
と
調
和
の
心
を
ベ
ー
ス
と
す
る

　

世
の
中
の
現
象
を
見
る
と
、

宇
宙
に
お
け
る
物
質
の
生
成
、

生
命
の
誕
生
、
そ
し
て
そ
の
進

化
の
過
程
は
偶
然
の
産
物
で
は

な
く
、
そ
こ
に
は
必
然
性
が
あ

　

人
生
に
お
い
て
も
仕
事
に
お

い
て
も
す
ば
ら
し
い
結
果
を
生

み
出
す
た
め
に
は
、
も
の
の
考

え
方
、
心
の
あ
り
方
が
決
定
的

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

る
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
世
に
は
、
す
べ
て
の
も

の
を
進
化
発
展
さ
せ
て
い
く
流

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
﹁
宇

宙
の
意
志
﹂
と
い
う
べ
き
も
の

　

人
を
成
功
に
導
く
も
の
は
、

愛
と
誠
と
調
和
と
い
う
言
葉
で

あ
ら
わ
さ
れ
る
心
で
す
。
こ
う

し
た
心
は
、
私
た
ち
人
間
が
も

と
も
と
魂
の
レ
ベ
ル
で
も
っ
て

1

で
す
。こ
の﹁
宇
宙
の
意
志
﹂は
、

愛
と
誠
と
調
和
に
満
ち
満
ち
て

い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
一
人

一
人
の
思
い
が
発
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
、こ
の
﹁
宇
宙
の
意
志
﹂

と
が
同
調
す
る
の
か
、
反
発
し

あ
う
の
か
に
よ
っ
て
そ
の
人
の

運
命
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

宇
宙
の
流
れ
と
同
調
し
、
調

和
を
す
る
よ
う
な
き
れ
い
な
心

で
描
く
美
し
い
思
い
を
も
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
運
命
も
明
る
く

ひ
ら
け
て
い
く
の
で
す
。

い
る
も
の
で
、﹁
愛
﹂
と
は
他

人
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び
と
す

る
心
で
あ
り
、﹁
誠
﹂
と
は
世

の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
思
う
心
、
そ
し
て
﹁
調
和
﹂

と
は
自
分
だ
け
で
な
く
ま
わ
り

の
人
々
み
ん
な
が
常
に
幸
せ
に

生
き
る
こ
と
を
願
う
心
で
す
。

　

こ
の
愛
と
誠
と
調
和
を
尊
ぶ

心
か
ら
出
て
く
る
思
い
が
、
そ

の
人
を
成
功
に
導
い
て
い
く
基

盤
と
な
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932 年、鹿児島市生まれ。1959 年 4
月、京都セラミック株式会社（現京セ
ラ）を設立。2005 年からは名誉会長。
また 1984 年、第二電電企画株式会社
を設立。2000年10月、DDI（第二電電）、
KDD、IDO の合併により KDDI 株式
会社を設立。2001 年 6 月より最高顧
問。2010 年 2 月、日本航空会長に就任。
2015 年 4 月に名誉顧問。一方、1983
年から 2019 年末まで、ボランティア
で、14,938 人の経営者が集まる経営
塾「盛和塾」の塾長として、経営者の
育成に心血を注いだ。1984 年には私
財を投じ稲盛財団を設立。同時に国際
賞「京都賞」を創設し、毎年、人類社
会の進歩発展に功績のあった方々を
顕彰。（2021 年 5 月現在）

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク
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ま
さ
か
の
大
事
件
が
起
き
ま

し
た
。
﹁
令
和
時
代
っ
て
何
時

代
な
の
！
﹂
と
驚
く
衝
撃
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
中
に
広
が
っ
た
こ
の
事

件
を
日
本
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
は

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま
す
。

﹁
警
備
の
ミ
ス
な
の
か
﹂
﹁
ど
う

や
っ
て
銃
を
作
れ
た
の
か
﹂﹁
事

件
を
起
こ
し
た
犯
人
の
家
庭
問

題
﹂
﹁
宗
教
の
あ
り
方
﹂
等
は

ま
だ
し
も
、
﹁
安
倍
さ
ん
と
て

も
い
い
人
だ
っ
た
﹂
に
は
じ
ま

り
﹁
国
葬
の
あ
り
方
﹂
ま
で
話

題
は
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

私
の
よ
う
な
小
市
民
が
こ
の
事

件
を
﹁
日
本
の
介
護
事
情
﹂
で

書
く
こ
と
に
躊
躇
し
た
の
で
す

が
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
意
見

と
し
て
投
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
が
こ
の
報
道
の
記
者
会
見

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
違
和
感
を

覚
え
た
の
は
﹁
こ
れ
は
民
主
主

義
へ
の
挑
戦
だ
﹂
﹁
言
論
の
自

由
へ
の
冒
涜
だ
﹂
と
い
う
方
々

で
す
。
犯
人
は
﹁
家
庭
問
題
か

ら
の
恨
み
﹂
と
し
か
言
っ
て
い

な
い
よ
う
な
の
に
、
そ
の
解
釈

の
差
っ
て
何
？
そ
ん
な
こ
と
を

犯
人
は
一
言
も
発
し
て
い
な
い

の
に
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
思

っ
た
の
は
﹁
安
倍
さ
ん
か
わ
い

そ
う
。
犯
人
の
個
人
的
小
さ
な

家
庭
問
題
の
動
機
で
一
命
を
落

と
す
な
ん
て
﹂
と
い
う
こ
と
。

し
か
し
、
こ
れ
は
た
く
さ
ん
の

報
道
の
行
間
を
推
理
し
な
が
ら

考
え
て
み
る
と
一
個
人
の
家
庭

問
題
に
収
ま
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
も
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

犯
人
は
も
と
も
と
資
産
家
の

出
来
る
子
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
あ
る
時
期
を
境
に
転
げ

落
ち
る
よ
う
に
不
幸
が
重
な

り
、
親
の
﹁
破
産
﹂
が
原
因
で

青
春
を
棒
に
振
っ
て
し
ま
っ
た

︵
＝
最
近
言
わ
れ
て
い
る
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に
も
通
じ

る
︶
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
重
ね
て
、
自
分
の
思
う
よ
う

に
職
も
定
ま
ら
ず
、
生
き
づ
ら

い
世
の
中
で
結
果
﹁
無
職
﹂
か

ら
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
き
て

い
た
と
い
う
こ
と
。
驚
く
こ
と

に
、
私
の
本
紙
前
回
の
コ
ラ

ム
︵
１
４
９
回
︶
で
﹁
こ
の
選

挙
で
政
治
に
望
む
こ
と
は
、
社

会
的
弱
者
、
低
所
得
者
、
障

害
、
被
災
者
等
社
会
へ
の
再
起

安
倍
元
首
相
の
暗
殺

を
か
け
て
い
る
の
は
全
人
口
の

６
千
万
人
。
つ
ま
り
２
人
に
１

人
が
心
や
身
体
の
障
害
や
家
庭

の
問
題
を
持
っ
て
生
き
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
政
治
に
は
そ

ん
な
弱
者
に
優
し
い
教
育
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
こ
と

を
書
き
ま
し
た
。こ
の
事
件
は
、

国
が
抱
え
て
い
る
問
題
が
具
体

的
に
な
り
﹁
元
首
相
暗
殺
﹂
と

い
う
極
端
な
事
件
を
生
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
事
件

後
も
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
こ

と
ば
か
り
に
話
題
が
集
中
し

て
、
こ
の
社
会
問
題
自
体
を
メ

デ
ィ
ア
で
あ
ま
り
語
っ
て
い
な

い
こ
と
が
非
常
に
歯
が
ゆ
い
思

い
で
す
。
ま
だ
、﹁
国
民
の
２

人
に
１
人
﹂
は
そ
う
い
う
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
思
う
と
ゾ

ッ
と
し
ま
す
。

　

人
は
﹁
勝
ち
﹂
と
﹁
負
け
﹂

で
は
決
め
ら
れ
な
い
の
は
当
然

で
す
が
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

で
は
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
物
事
の

問
題
を
片
付
け
て
し
ま
う
傾
向

が
昔
よ
り
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
勝
者
が
敗
者

に
手
を
差
し
伸
べ
る
﹁
弱
者
に

優
し
い
教
育
﹂。
集
団
や
制
度

か
ら
は
み
出
て
し
ま
っ
た
人

を
﹁
孤
独
・
孤
立
さ
せ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
﹂

や
﹁
交
流
や
会
話
の
機
会
を
提

供
す
る
人
材
育
成
﹂
が
大
事
で

は
な
い
か
と
確
信
を
持
っ
て
お

伝
え
し
た
い
。
皆
さ
ん
も
同
じ

動
画
を
繰
り
返
し
見
ら
れ
た
か

ら
気
づ
い
て
お
ら
れ
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
銃
声
が
鳴

っ
た
時
に
Ｓ
Ｐ
や
警
護
官
︵
７

人
？
︶
が
一
斉
に
犯
人
に
飛
び

つ
い
た
映
像
。
誰
も
元
首
相
の

カ
バ
ー
を
し
な
か
っ
た
映
像
。

今
の
日
本
社
会
の
縮
図
が
現
れ

て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。
大
事

な
も
の
を
守
る
よ
り
も
弱
い
も

の
を
一
斉
に
叩
く
方
が
大
事
な

の
か
？
そ
ん
な
国
に
成
り
下
が

っ
た
の
か
？
と
。

　

最
後
に
安
倍
さ
ん
の
15
年
前

︵
２
０
０
７
年
︶
の
施
政
方
針

演
説
を
噛
み
締
め
な
が
ら
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

﹁

〜

日

本

は

次

の

50

年
、

１
０
０
年
の
時
代
の
荒
波
に
耐

え
う
る
新
た
な
国
家
像
を
描
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

日
々
の
生
活
に
対
し
、
誇
り
、

生
き
が
い
、
明
日
へ
の
希
望
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
年
寄

り
の
世
話
を
し
て
い
る
人
、
失

敗
し
て
も
何
と
か
会
社
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
人
、
中

小
企
業
で
働
い
て
い
る
人
、
家

事
や
子
育
て
を
し
て
い
る
人
、

犯
罪
や
災
害
か
ら
国
民
を
守
る

た
め
に
身
を
捧
げ
て
い
る
人
、

勉
強
に
励
ん
で
い
る
人
、
病
気

や
障
害
と
闘
っ
て
い
る
人
、
私

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
、
現
場

で
頑
張
っ
て
い
る
人
々
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

ま
す
﹂

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
一
帯
で
18

日
午
後
２
時
ご
ろ
か
ら
４
時
ま

で
、
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
地
下
鉄
駅
構
内
に
雨
が
浸
水

し
、
２
０
７
丁
目
の
イ
ン
ウ
ッ

ド
駅
と
１
９
０
丁
目
の
ダ
イ
ク

マ
ン
駅
で
あ
ふ
れ
た
大
量
の
水

の
た
め
、
電
車
の
運
行
が
一
時

停
止
し
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
に
よ
る
と
、

地
下
鉄
の
列
車
に
電
力
を
供
給

す
る
第
3
レ
ー
ル
に
衝
撃
を
与

え
た
と
い
う
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
作
業

員
は
、
夜
遅
く
ま
で
線
路
か
ら

水
を
く
み
上
げ
る
な
ど
の
作
業

に
追
わ
れ
た
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

各
列
車
は
、
作
業
員
が
作
業
す

る
間
、
双
方
向
に
減
速
運
転
さ

れ
た
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
の
シ
ス

テ
ム
も
鉄
砲
水
の
被
害
に
あ

い
、
ハ
ー
レ
ム
線
と
ニ
ュ
ー
ヘ

イ
ブ
ン
線
は
、
線
路
の
浸
水
に

よ
り
数
時
間
に
わ
た
っ
て
運
行

を
見
合
わ
せ
た
。
午
後
5
時
の

ラ
ッ
シ
ュ
前
に
復
旧
し
た
が
、

最
大
で
75
分
の
遅
れ
が
出
た
。

Ｎ
Ｙ
市
で
集
中
豪
雨
発
生

地
下
鉄
が
一
時
運
行
定
期

http://www.seishinjukuny.org
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://www.naturalhealingartists.com/
http://jweeklyusa.com
http://myriverside.net/home
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　先日テキサス州ユバルディで１９人の子供が学校で射殺された事件を受けて、
超党派の妥協のもと銃規制に関する連邦法が成立しました。その中で、21 歳未満
の銃購入希望者に対する身元確認調査の強化に加え、Red Flag Law を各州で施
行することを推奨し、必要な予算を連邦から拠出することが決まりました。　

　Red Flag（赤旗）とは注意信号という意味です。例えば、肌が黄色くなるのは肝臓病を疑わせる
Red Flag だと言われます。　銃規制の Red Flag Law は、銃を一時的に没収することを認める法律
です。行動や精神的状況から、特定の銃所有者が第三者または本人（自身）に危害を及ぼす可能性が
あると家族や医師、警察当局などが判断した場合、彼らの申し立てに基づき、裁判所が命令を下します。
　銃規制を推進する民主党は、Red Flag Law に加えて、攻撃用武器（Assault Weapon)  の禁止ま
たは年齢制限などを強く求めましたが、NRA（全米ライフル協会）の支援を受ける野党共和党議員
の反対を押し返すことはできませんでした。
　Red Flag Law を広める立法は、買主の身元調査の強化と共に、不十分ながらも前進です。これを
ステップとして本当に有効な銃器規制につながることを期待しています。

　　　　　　　        　　　　　　 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Red Flag Law    銃器没収法 米 語
Watch

 【230】

ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
と
ア
ン
バ
ー
・
ハ
ー
ド
の

裁
判
か
ら
Ｈ
Ｒ
は
何
を
学
ぶ
か
？
︵
上
︶

クイック USA

98
■
裁
判
の
概
要

　

あ
る
大
衆
紙
は
２
０
１
８
年

4
月
に
、
ジ
ョ
ニ
ー
が
ア
ン
バ

ー
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
︵
家
庭
内
暴
力
＝
Ｄ

Ｖ
︶
を
は
た
ら
い
た
と
報
じ
て

い
る
が
、
ジ
ョ
ニ
ー
側
は
Ｄ
Ｖ

の
事
実
は
な
く
、
ア
ン
バ
ー
が

ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
と
し
て
、

T
he Sun

の
報
道
を
全
面
的

に
否
定
。
一
方
、
ア
ン
バ
ー
は

当
時
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
を

乱
用
し
て
正
常
な
精
神
状
態
に

な
か
っ
た
ジ
ョ
ニ
ー
か
ら
、
再

三
に
わ
た
り
激
し
い
暴
力
を
振

る
わ
れ
た
と
主
張
。
こ
の
２
人

の
主
張
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し

て
お
互
い
に
損
害
賠
償
を
求
め

る
裁
判
が
展
開
さ
れ
た
。

■
裁
判
の
流
れ
は
化
粧
品
の
証

拠
で
変
わ
っ
た

　

裁
判
の
流
れ
は
証
拠
と
し
て

ア
ン
バ
ー
側
が
出
し
た
化
粧
品

が
き
っ
か
け
で
大
き
く
流
れ
が

変
わ
っ
た
。
ア
ン
バ
ー
側
は
暴

力
を
振
る
わ
れ
て
ア
ザ
が
で
き

た
顔
を
ミ
ラ
ニ
・
コ
ス
メ
テ
ィ

ッ
ク
ス
社
の
化
粧
品
を
使
っ
て

ア
ザ
を
隠
し
た
と
証
言
し
た
の

だ
。
し
か
し
、
ミ
ラ
ニ
・
コ
ス

メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
社
は
こ
の
裁
判

の
様
子
を
見
て
、
16
年
に
ア
ン

バ
ー
が
ア
ザ
を
隠
す
た
め
に
使

っ
た
と
証
言
し
て
い
る
我
が
社

の
商
品
は
﹁
17
年
に
発
売
さ
れ

ま
し
た
﹂
とT

ikT
ok

で
発

信
し
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
ま
だ

発
売
さ
れ
て
い
な
い
フ
ァ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
で
ア
ザ
を
隠
し
て
い

た
と
証
言
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
証
言
で
す
っ
か
り
ア
ン
バ

ー
側
は
﹁
嘘
つ
き
﹂
と
い
う
印

象
を
与
え
て
し
ま
う
。
そ
の
後

の
証
言
で
も
複
数
の
嘘
が
次
々

と
出
て
来
た
よ
う
だ
。

https://n
ew

s.y
ahoo.co.

jp/byline/saruw
atariyu-

ki/20220427-00293271

■
結
果
は
ジ
ョ
ニ
ー
側
の
勝
訴

　

ジ
ョ
ニ
ー
と
ア
ン
バ
ー
の
裁

判
は
、
6
週
間
に
わ
た
る
激

し
い
法
廷
闘
争
の
末
、
22
年

6
月
1
日
に
評
決
が
下
さ
れ

た
。
名
誉
毀
損
を
訴
え
て
い
た

ジ
ョ
ニ
ー
側
の
主
張
が
認
め
ら

れ
、
ア
ン
バ
ー
側
は
元
夫
に

１
５
０
０
万
ド
ル
の
支
払
い
を

命
じ
ら
れ
た
。
一
方
、
ジ
ョ
ニ

ー
側
の
弁
護
士
が
ア
ン
バ
ー
の

名
誉
を
毀
損
し
た
と
い
う
反
訴

も
認
め
ら
れ
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
元

妻
に
２
０
０
万
ド
ル
の
支
払
い

を
命
じ
ら
れ
た
。
勝
訴
の
カ
ギ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
講
演

次
世
代
の
社
会
的
課
題

　

大
手
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
チ

ェ
ー
ン
の
ダ
イ
ソ
ー
が
15
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
初
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
で
は
４
店
舗
目
と

な
る
店
を
東
57
丁
目
、
３
番
街

近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

商
品
は
１
ド
ル
99
セ
ン
ト
か

ら
最
高
で
15
ド
ル
ま
で
の
低
価

格
帯
の
も
の
が
店
内
に
ぎ
っ
し

り
並
ん
で
い
る
。
店
舗
面
積
は

４
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
で
市

内
で
は
最
大
規
模
。

　

米
国
の
６
月
の
消
費
者
物
価

指
数
が
前
年
同
期
比
で
９
・
１

％
上
昇
し
、
40
年
ぶ
り
の
物
価

高
の
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

注
目
度
も
抜
群
。
初
日
に
は
開

店
前
に
１
５
０
人
以
上
が
行
列

を
作
っ
た
。
開
店
２
日
間
は
、

30
ド
ル
以
上
の
買
い
物
客
に
景

品
バ
ッ
グ
、
１
０
０
ド
ル
以
上

の
客
に
ぬ
い
ぐ
る
み
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
下
司
修
平
さ
ん
は
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
３
年
前
の
開

店
以
来
一
度
も
商
品
の
値
上
げ

を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
方
針
で
や
っ
て
い
き
た

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。
現
在
同

店
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ワ
シ

﹁
百
円
シ
ョ
ッ
プ
﹂
の
ダ
イ
ソ
ー

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
開
店

　

第
82
回
Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会 

﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
次
世
代 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ

運
営
の
現
場
と
民
間
経
営
者
育

成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
が
、
29
日

(
金) 

午
後
９
時
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
入
学
と

と
も
に
共
同
設
立
し
た
非
営

利
団
体
︵
一
般
社
団
体
法
人

W
orld in Y

ou
︶
の
２
代
目

代
表
と
し
て
、
女
性
の
多
様
な

働
き
方
、
介
護
予
防
、
障
が
い

者
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

づ
く
り
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
な

課
題
に
取
り
組
む
傍
ら
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
根
本
で
あ
る
取
締
役

会
︵
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︶

を
疑
似
体
験
し
な
が
ら
中
堅
経

営
候
補
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
尽

力
し
て
い
る
山
本
未
生
さ
ん

が
、
次
世
代
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
中
核
と

な
る
Ｓ
と
Ｇ
の
分
野
で
講
演
す

る
。
定
員
は
先
着
１
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
。
詳
細
・
申
し

込

み

はhttps://us02w
eb.

z
o

o
m

.u
s

/
m

e
e

tin
g

/
reg

ister/tZ
w

k
du

G
tpz-

8
jH

9
eC

U
1

X
j6

n
m

6
n

-
3pO

xO
r5FfV

N

を
参
照
。

は
﹁
嘘
つ
き
﹂
と
い
う
印
象
を

与
え
て
し
ま
っ
た
ア
ン
バ
ー
側

の
自
滅
と
い
う
印
象
だ
。

■
Ｈ
Ｒ
は
こ
の
裁
判
か
ら
何
を

学
ぶ
か

　

従
業
員
か
ら
会
社
が
訴
え
ら

れ
た
際
に
も
、
最
初
は
事
実
確

認
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
期
間

が
設
け
ら
れ
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
の
期
間
に
相
互
の
事
実
関

係
を
確
認
し
て
い
く
わ
け
だ

が
、
双
方
と
も
正
直
に
証
言
を

す
る
と
宣
誓
を
し
て
事
実
を
述

べ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

Ｈ
Ｒ
関
連
の
書
類
も
す
べ
て

提
出
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｈ
Ｒ
と

し
て
は
ア
ン
バ
ー
側
の
よ
う
な

﹁
嘘
つ
き
﹂
に
な
ら
な
い
よ
う

に
事
実
を
固
め
る
証
拠
を
提
出

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP
Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

な
ど
で
84
店
舗
を
展
開
し
て
お

り
、
来
月
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
店
を

開
店
す
る
。

　

米
国
で
日
本
語
放
送
﹁
テ
レ

ビ
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ

ィ
ア
ア
メ
リ
カ
︵
本
社
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
︶
の
千
本
信
昭
社
長

は
７
月
１
日
付
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
転
出
。
後
任

に
皆
木
弘
康
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
考
査
室

長
が
同
日
付
で
発
令
さ
れ
、
11

日
に
着
任
し
た
。
皆
木
氏
は

１
９
８
６
年
筑
波
大
学
︵
人
間

学
類
専
攻
︶
卒
業
、
同
年
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
入
局
。
鳥
取
放
送
局
を
経

て
報
道
局
、
福
岡
放
送
局
、
ソ

ウ
ル
支
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
報
道
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
お
は
よ
う
日
本
部

長
な
ど
を
経
て
、
報
道
局
編
集

主
幹
、
専
任
局
長
、
２
０
２
０

年
か
ら
前
職
。
岡
山
県
出
身
。

58
歳
。

テ
レ
ビ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
ア
メ
リ
カ

皆
木
新
社
長
が
着
任

　

象
印
ア
メ
リ
カ
は
サ
ン
リ

オ
と
再
度
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、﹁
象
印
×
ハ
ロ
ー
キ
テ

ィ

®
﹂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ス

テ
ン
レ
ス
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
を
追

加
、
販
売
を
開
始
し
た
。

　

象
印
の
優
れ
た
真
空
断
熱
技

術
を
活
用
し
た
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー

は
、
真
空
２
重
構
造
に
よ
る
高

い
保
温
、
保
冷
力
で
朝
温
め
た

ご
飯
は
温
か
い
ま
ま
、
プ
リ
ン

な
ど
の
ひ
ん
や
り
デ
ザ
ー
ト
メ

ニ
ュ
ー
も
冷
た
い
ま
ま
、
お
い

し
い
温
度
を
キ
ー
プ
す
る
。
容

量
は
17
オ
ン
ス
、
黒
と
白
２
色

に
ゴ
ー
ル
ド
の
か
わ
い
い
ハ
ロ

ー
キ
テ
ィ
柄
で
、
以
前
発
売
さ

れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
マ
グ
と
お
揃

い
の
デ
ザ
イ
ン
。
全
米
各
地
の

小
売
店
、
サ
ン
リ
オ
シ
ョ
ッ

プ
、
公
式
サ
イ
ト
︵Zojirushi.

com

︶
に
て
購
入
で
き
る
。
メ

ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
は
47
ド

ル
。
象
印
限
定
同
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

中
南
米
の
み
の
販
売
。
詳
細
は

https://bit.ly/3O
A

FZ09

ハローキティ
フードジャー
象印アメリカが発売

https://news.yahoo.co
https://news.yahoo.co
https://news.yahoo.co
https://news.yahoo.co
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://bit.ly/3OAFZ09
https://bit.ly/3OAFZ09
https://bit.ly/3OAFZ09
https://bit.ly/3OAFZ09
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
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21

き
ゅ
う
り
の
浅
漬
け
　
カ
レ
ー
風
味

夏
野
菜
と
シ
ー
フ
ー
ド
の

味
噌
ペ
ス
ト
和
え

も
ろ
こ
し
の

ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ
・
バ
タ
ー

︵
１
︶
バ
タ
ー
を
常
温
で
柔
ら

か
く
し
、
刻
ん
だ
ハ
ラ
ペ
ー
ニ

ョ
を
混
ぜ
、
ラ
ッ
プ
に
く
る
み

冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
る
。

︵
２
︶
と
う
も
ろ
こ
し
の
皮
を

剥
き
、
横
に
半
分
、
も
し
く
は

３
分
の
１
に
カ
ッ
ト
し
て
実
を

切
り
取
る
︵
※
写
真
参
照
＝
包

丁
を
上
下
に
動
か
す
と
上
手
に

で
き
る
︶

︵
３
︶
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
敷

︵
１
︶
き
ゅ
う
り
を
縦
半
分
に

切
り
、
種
を
取
り
除
き
、
１
口

サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
す
る
。

︵
２
︶
漬
け
汁
は
、
水
に
砂
糖
、

塩
、カ
レ
ー
粉
を
入
れ
混
ぜ
る
。

︵
３
︶
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
バ
ッ
ク

に
︵
１
︶︵
２
︶
を
入
れ
、
冷

蔵
庫
で
一
晩
寝
か
せ
る
。

　

１
９
９
６
年
に
創
業
し
た
酒

蔵
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
日

本
酒
の
世
界
を
紹
介
す
る
パ
イ

夏
を
味
わ
う
簡
単
手
料
理
３
品

オ
ニ
ア
的
存
在
で
、
全
米
屈
指

の
日
本
酒
バ
ー
と
し
て
、
世
界

中
か
ら
多
く
の
日
本
酒
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
て
い
る
。
２
０
０
種

類
以
上
の
厳
選
さ
れ
た
日
本
酒

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
格
的

な
タ
パ
ス
ス
タ
イ
ル
の
日
本
料

理
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
米
国

に
お
け
る
日
本
酒
ブ
ー
ム
を
牽

引
し
て
い
る
そ
ん
な
銘
店
の
今

月
は
井
上
勝
久
シ
ェ
フ
︵
50
︶

が
登
場
。
埼
玉
県
出
身
で
ハ
ワ

イ
に
10
年
を
含
む
滞
米
16
年
の

ベ
テ
ラ
ン
日
本
食
料
理
人
、
井

上
氏
に
、
今
回
は
﹁
夏
を
味
わ

う
簡
単
手
料
理
﹂
３
品
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

酒蔵
211 43rd St. B1

New York, NY 10017
212-953-7253
Sakagura.com

月、火、土    17:30-23:00  
水〜金 Lunch: 11:30-14:15 

Dinner: same as above 
日曜定休

︵
１
︶
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
皮
が

硬
い
と
こ
ろ
だ
け
薄
く
剥
い
て

軽
く
ボ
イ
ル
す
る
。

︵
２
︶
か
ぼ
ち
ゃ
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
、
レ
ン

ジ
も
し
く
は
ボ
イ
ル
す
る
。

︵
３
︶
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
ヘ
タ
を

取
り
水
洗
い
す
る
。

︵
４
︶
魚
介
類
も
一
口
サ
イ
ズ

に
カ
ッ
ト
し
ボ
イ
ル
す
る
。

︵
５
︶
味
噌
ペ
ス
ト
は
バ
ジ
ル

︵
葉
だ
け
︶
、
大
葉
、
ニ
ン
ニ
ク
、

粉
チ
ー
ズ
を
ミ
キ
サ
ー
で
ペ
ー

ス
ト
状
に
し
、
そ
こ
に
味
噌
、

オ
イ
ル
の
順
に
入
れ
再
度
ミ
キ

サ
ー
で
合
わ
せ
る
。

︵
６
︶　

︵
１
︶
〜
︵
５
︶
を
ボ

き
、︵
２
︶
を
入
れ
、︵
１
︶
を

５
分
の
１
位
入
れ
る
。

︵
４
︶　

︵
３
︶
が
馴
染
ん
だ
と

こ
ろ
に
香
り
を
付
け
に
醤
油
を

垂
ら
し
仕
上
げ
る
。

アスパラガス ............60g
タコ ..........................80g
バジル .......................40g
ニンニク ...................40g
かぼちゃ ...................50g

イカ ..........................50g
味噌 ..........................40g
粉チーズ ...................10g
ミニトマト ........4 〜 5 個
エビ ..........................60g

とうもろこし ...150g
ハラペーニョ .... 12g
バター （有塩） .. 110g
醤油 .....................5g

きゅうり ....150g
カレー粉 ........2g
塩 .................10g
砂糖 .............10g
水 ...............100g

材料　

材料　材料　

ー
ル
に
入
れ
、
味
噌
ペ
ス
ト
を

半
分
の
量
を
入
れ
ざ
っ
く
り
合

わ
せ
る
。

︵
７
︶　

︵
６
︶
を
器
に
盛
り
、

残
り
の
味
噌
ペ
ス
ト
を
か
け

て
、
バ
ジ
ル
の
葉
を
飾
り
完
成
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn
　

熱
波
が
や
っ
て
く
る
と
摂
氏

35
度
以
上
に
も
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
夏
。
そ
ん
な
時
の
外
出

は
、
帽
子
と
サ
ン
グ
ラ
ス
、
水

分
補
給
な
ど
の
暑
さ
対
策
を
し

つ
つ
、
美
味
し
い
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
は
い
か
が
？　

今
回
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
美
味
し
い
ア
ジ

ア
系
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ

プ
３
軒
を
紹
介
。

■
卵
を
使
わ
ず
手
作
り
、
ス
パ

イ
ス
が
香
る
﹁
マ
ラ
イ
﹂

　

オ
ー
ナ
ー
の
プ
ー
ジ
ャ
・
バ

ビ
シ
は
子
供
の
頃
、
イ
ン
ド
出

身
の
両
親
が
ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ

ン
ド
し
て
毎
日
香
り
高
い
紅
茶

を
淹
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、

２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
﹁
マ
ラ

イ
﹂
で
さ
ま
ざ
ま
な
フ
レ
ー
バ

ー
を
開
発
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
産

の
原
料
と
、
マ
サ
ラ
チ
ャ
イ
や

ナ
ツ
メ
グ
な
ど
南
ア
ジ
ア
の
ス

パ
イ
ス
を
使
い
、
卵
は
使
わ
ず

に
空
気
を
ほ
と
ん
ど
入
れ
ず
に

撹
拌
。
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
味

と
ク
リ
ー
ミ
ー
な
食
感
が
引
き

立
つ
、
さ
っ
ぱ
り
系
ア
イ
ス
。

■
タ
イ
の
家
庭
料
理
と
手
作
り

ア
イ
ス
﹁
ス
カ
イ
ア
イ
ス
﹂

　

タ
イ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
イ
ス

ラ
ム
教
の
オ
ー
ナ
ー
が
家
族
経

営
す
る
小
さ
な
店
。
ハ
ラ
ー
ル

の
本
格
的
な
タ
イ
料
理
と
デ
ザ

ー
ト
が
楽
し
め
る
。
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
中
間

的
な
ア
イ
ス
は
、
タ
イ
テ
ィ
ー

や
タ
イ
コ
ー
ヒ
ー
、
ロ
ー
ス
ト

コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

が
人
気
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
フ

ロ
ー
ト
の
ド
リ
ン
ク
類
や
コ
コ

ナ
ッ
ツ
プ
リ
ン
な
ど
の
デ
ザ
ー

ト
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。
迷
っ
た

ら
５
種
類
の
サ
ン
プ
ラ
ー
︵
13

ド
ル
95
セ
ン
ト
︶
ま
た
は
12
種

類
の
ミ
ニ
ス
ク
ー
プ
が
楽
し
め

る
﹁
ス
カ
イ
ア
イ
ス
・
パ
レ
ッ

ト
﹂︵
写
真
、18
ド
ル
95
セ
ン
ト
︶

が
お
す
す
め
。

　

泉
橋
酒
造
︵
本
社
・
神
奈
川

県
海
老
名
市
︶
の
橋
場
友
一
社

長
が
こ
の
ほ
ど
来
米
し
、
15
日

午
後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
２
番

街
54
丁
目
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

ワ
イ
ン
で
試
飲
会
を
開
催
し

た
。
同
酒
造
は
江
戸
安
政
期
の

１
８
５
７
年
に
創
業
で
、
橋
場

さ
ん
は
６
代
目
の
社
長
。
当
日

は
、
店
の
常
連
客
を
は
じ
め
、

試
飲
会
を
聞
き
つ
け
て
来
店
し

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
な
ど
が
橋

場
社
長
、
米
国
で
の
同
酒
造
レ

ッ
プ
を
務
め
る
阿
部
嘉
代
子
代

表
が
注
ぐ
日
本
酒
、
楽
風
舞
を

楽
し
ん
だ
。
こ
の
酒
は
共
同
貿

易
を
通
し
て
販
売
、
同
酒
造
の

酒
は
、
米
国
で
は
現
在
8
種
類

が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
提

供
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
純
米
大
吟
醸
楽
風
舞

は
、
菅
元
首
相
が
2
回
の
来
米

の
際
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
使
っ
た
酒

で
、
先
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行

わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
の
１
１
５
年
記
念
晩
餐
会
で

も
乾
杯
に
こ
の
酒
と
希
少
な
５

年
熟
成
し
た
純
米
大
吟
醸
梅
酒

が
Ｖ
Ｉ
Ｐ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

振
る
舞
わ
れ
た
。
楽
風
舞
は
、

﹁
五
百
万
石
﹂
と
食
用
米
﹁
ど

ん
と
こ
い
﹂を
親
に
育
種
さ
れ
、

泉
橋
が
全
国
で
初
め
て 

産
地

品
種
銘
柄
と
し
て
登
録
し
、
泉

橋
が
得
意
と
す
る
生
酛
造
り
で

醸
し
た
。

　

橋
場
社
長
は
、
大
学
卒
業

後
、
証
券
会
社
に
就
職
、
そ
の

後
、
泉
橋
酒
造
に
戻
り
、
地
元

農
家
と
共
に
相
模
酒
米
研
究

会
を
設
立
し
、
全
国
で
も
珍

し
い
﹁
栽
培
醸
造
蔵

®
﹂﹁
全

量
純
米
１
０
０
％
蔵
﹂
に
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。﹁
酒
造
り

は
米
作
り
か
ら
﹂
と
い
う
の

が
モ
ッ
ト
ー
だ
。
同
酒
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は　

電
話

２
０
２
・
２
９
７
・
１
１
０
９
、

Ｅ

メ

ー

ル　

in
fo

@
m

ugendc.com

純米大吟醸

楽風舞をどうぞ
泉橋酒造の橋場社長が
NYで試飲会

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ア
ジ
ア
系
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

マライ

タイヤキＮＹＣ

Malai
268 Smith St, 

Carroll Gardens
Tel: 347-889-5789  

https://www.malai.com

TAIYAKI NYC
294 Bedford Avenue

Williamsbur
https://taiyakinyc.com/

SkyIce Thai 
Food & Ice

Cream
63 5th Ave, Park Slope

Tel: 718-230-0910
https://skyice.net/

ス
カ
イ
ア
イ
ス

コ
ラ
ボ
に
当
初
は
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
が
取
材
し
た
。
今
や
全
米

に
５
店
舗
。
今
年
春
に
は
日
本

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
リ
ラ
ッ
ク

マ
﹂
と
の
コ
ラ
ボ
や
さ
く
ら
味

の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
提
供
す

る
な
ど
、
季
節
ご
と
の
限
定
品

も
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
。
一
番
人
気

は
抹
茶
と
黒
胡
麻
の
ミ
ッ
ク
ス

ソ
フ
ト
。

■
ホ
カ
ホ
カ
た
い
焼
き
と
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
﹁
タ
イ
ヤ
キ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
﹂

　

２
０
１
６
年
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
１
号
店

を
出
店
し
た
﹁
タ
イ
ヤ
キ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
﹂、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
店
は
18

年
に
オ
ー
プ
ン
。
口
が
開
い
た

形
の
ホ
カ
ホ
カ
の
焼
き
た
て
の

た
い
焼
き
に
冷
た
い
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
乗
せ
た
、
衝
撃
的
な

https://skyice.net/
https://www.malai.com
https://taiyakinyc.com/
nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://goshikiprinting.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.aozoragakuen.com/
http://www.jwsny.org
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 BOOKS
　

第
25
回
吉
川
英
治
文
学
新
人

賞
︵
作
品
名
﹃
ア
ヒ
ル
と
鴨
の

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
﹄
︶
を
は
じ

め
、
第
5
回
本
屋
大
賞
、
第
21

回
山
本
周
五
郎
賞
︵
同
﹃
ゴ
ー

ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー
﹄
︶
な
ど

多
く
の
受
賞
歴
が
あ
り
、
そ
の

影
響
力
の
高
さ
ゆ
え
に
環
境
が

変
化
す
る
可
能
性
を
憂
慮
し
、

直
木
賞
の
選
考
対
象
と
な
る
こ

と
を
辞
退
し
て
い
る
と
い
う
人

気
作
家
、
伊
坂
幸
太
郎
の
7
年

に
わ
た
る
連
作
短
編
集
。

　

本
書
が
作
ら
れ
た
背
景
が

と
て
も
興
味
深
い
。
ま
ず
、

福
島
県
に
あ
る
猪
苗
代
湖
で

２
０
１
５
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
音
楽
フ
ェ
ス
﹁
オ
ハ
ラ
☆

ブ
レ
イ
ク
﹂
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
。
そ
の
名
前
の
由
来

は
﹁
猪
苗
代
町
の
あ
る
会
津

地
方
で
馴
染
み
の
深
い
民
謡 　
　
　

﹃
会
津
磐
梯
山
﹄
に
登
場
す
る

小
原
庄
助
は
、
朝
寝
、
朝
酒
、

朝
湯
が
大
好
き
で
身
上
を
潰
し

た
と
唄
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

そ
の
生
き
様
は
会
津
地
方
が
誇

る
べ
き
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
原
点

な
の
で
は
な
い
か
﹂
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
オ
ハ
ラ
︵
小

原
︶
＋
ブ
レ
イ
ク
︵
休
息
︶
な

の
だ
そ
う
。
そ
こ
に
人
気
作
家

の
伊
坂
さ
ん
が
来
場
者
に
配
布

す
る
た
め
の
短
編
小
説
を
依
頼

さ
れ
る
。
音
楽
フ
ェ
ス
の
特
典

と
し
て
、
会
場
で
し
か
手
に
入

ら
な
い
小
説
を
小
冊
子
に
し
て

配
る
と
い
う
の
も
、
な
ん
と
も

粋
な
企
画
だ
。
そ
し
て
回
を
重

ね
る
こ
と
７
回
、
7
年
分
の
連

作
短
編
と
し
て
書
籍
化
さ
れ
た

の
が
本
書
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
多
少
の
ぶ
つ
切
り
感
が
否

め
ず
、
最
初
の
数
十
ペ
ー
ジ
ま

で
不
思
議
な
世
界
に
迷
い
込
ん

だ
か
の
よ
う
な
気
分
で
、
掴
み

ど
こ
ろ
の
な
い
ま
ま
読
み
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
次
の

﹁
１
年
目
﹂﹁
2
年
目
﹂
と
続
く

意
味
も
理
解
で
き
な
い
の
で
、

ま
ず
作
品
の
成
り
立
ち
を
著
者

自
身
が
詳
し
く
記
し
た
あ
と
が

き
を
読
ん
で
お
く
と
分
か
り
や

す
い
と
思
う
。

　

物
語
は
、
猪
苗
代
湖
を
舞
台

に
し
た
２
つ
の
異
な
る
世
界
で

の
出
来
事
が
描
か
れ
る
。
ひ
と

つ
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
ハ
ラ

と
そ
の
相
棒
の
ハ
ル
ト
が
生
き

残
り
を
か
け
て
戦
う
世
界
、
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
は
失
恋
し
た

ば
か
り
の
頼
り
な
い
新
人
社
員

の
男
が
な
ん
と
か
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
け
て
ゆ
く
世
界
だ
。

そ
し
て
、
あ
る
条
件
が
揃
っ
た

瞬
間
、
あ
っ
ち
の
世
界
か
ら
こ

っ
ち
の
世
界
に
通
じ
る
ド
ア
が

突
然
現
れ
る
。
日
々
、
命
を
か

け
て
戦
っ
て
い
た
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
・
オ
ハ
ラ
と
ハ
ル
ト
が
敵
に

囲
ま
れ
、
絶
体
絶
命
の
状
態
で

飛
び
込
ん
だ
ド
ア
の
向
こ
う
。

そ
こ
に
は
平
和
な
世
界
が
広
が

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
ど

の
よ
う
に
生
活
し
た
の
か
。
そ

の
現
代
社
会
で
し
か
通
用
し
な

い
方
法
に
納
得
す
る
。
そ
し
て

彼
ら
は
平
和
な
世
界
で
生
き
続

け
る
こ
と
よ
り
、
元
の
戦
い
の

絶
え
な
い
世
界
に
戻
る
た
め
、

あ
る
方
法
を
試
す
の
だ
。

　

話
の
全
体
像
が
分
か
っ
て
く

る
﹁
５
年
目
﹂
の
章
あ
た
り
か

ら
面
白
味
が
急
加
速
し
、
ど
ん

ど
ん
読
み
進
め
ら
れ
た
。
特
に

大
き
な
驚
き
や
展
開
は
な
い

が
、
そ
の
﹁
世
界
﹂
が
分
か
る

と
そ
こ
か
ら
先
の
違
い
が
面
白

く
な
る
趣
向
で
、
複
数
の
視
点

か
ら
進
ん
で
い
た
物
語
が
途
中

で
交
差
す
る
、
い
か
に
も
伊
坂

幸
太
郎
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。

ま
た
、
途
中
で
ス
ト
ー
リ
ー
に

合
わ
せ
た
内
容
で
引
用
さ
れ

る
、
音
楽
フ
ェ
ス
曲
の
一
節
も

良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
歌
手
ト
モ
フ
ス
キ

ー
の
曲
か
ら
、﹁
風
に
も
星
に

も
な
ら
な
い
よ
。
ち
ゃ
ん
と
幽

霊
の
ま
ん
ま
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

い
る
よ
﹂
と
い
う
ぶ
っ
き
ら
ぼ

う
な
歌
詞
が
、
小
説
の
登
場
人

物
の
人
と
な
り
と
し
て
味
を
持

た
せ
て
い
る
。
１
つ
の
章
は
そ

れ
ほ
ど
長
く
な
い
の
で
気
軽
に

楽
し
め
る
本
。
2
つ
の
世
界
を

行
き
来
す
る
伊
坂
の
現
代
版
お

と
ぎ
話
だ
。　

（
高
田
由
起
子
）

 音楽フェスと小説のコラボ
伊坂 幸太郎・著

 幻冬舎・刊

■美しき愚かものたちのタブロー（原田マハ、文春文庫）
1959 年に国立西洋美術館が開館、60 周年記念として松方
コレクションを元に原田マハが描いたフィクション。第 1
次・第 2 次世界大戦をもまたぎ、コレクターを装い、ヨー
ロッパで諜報活動をした松方やナチスから絵画を守った日
置など、男たちの美術に対するロマンが展開する。■ポラ
リスが降り注ぐ夜（李琴峰、ちくま文庫）レズビアン、ト
ランスジェンダー、バイセクシャル、パンセクシュアルな
ど、多様な性的アイデンティティを持つ女たちが集う 2 丁
目のバー「ポラリス」を舞台に、国も歴史も超えて思い合
う気持ちが繋がる 7 つの恋の物語。■思わずためしてみた
くなるマンガマーケティング1年生（永井孝尚、宝島社）
著者は長年日本 IBM のマーケティング戦略のプロとして
事業戦略策定と実施を担当し、独立してマーケティング戦
略コンサルタントとして活躍。世界のエリートが読んでい
る MBA 必読書 50 冊を一冊にまとめたマーケティングの
入門書。■宙ごはん（町田そのこ、小学館）主人公の宙は
育ての母が海外赴任する夫について行くことになり、産み
の母の元で暮らすことになった。料理もしない、世話もし
ない、授業参観も来ない、恋人に熱中する母。そんな宙を
商店街のビストロの佐伯が助けてくれる。■スタンフォー
ドの眠れる教室（西野精治、幻冬舎）睡眠について悩んで
いる人は多い。スタンフォード大学医学部精神科教授、同大学睡眠生体リズ
ム研究所所長である著者が Q&A 方式で質問に答えながら、最新の睡眠につ
いての研究を伝える。心地よい入眠方法、日中の生産性を上げる目覚め、ど
うしても眠い時の眠気の覚ます方法、生活の質を上げる睡眠など、これまで
の考えが覆る最前線の一冊。■ホモ・エコノミクス（重田園江、ちくま新書）
タイトルのホモ・エコノミクスとは漢字で経済人と書き、自分の利益を第一
に考えて合理的に行動する主体のことを意味する。それが世界を動かす原動
力でありつづけているのはなぜか。「金儲け」が道徳的に蔑まれた古代・中
世から、ホモ・エコノミクスであることを強制される現代まで思想史の視座
から解き明かす。 著者は明治大学政治経済学部教授。（山川濫）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

男
た
ち
の
美
術
に
対
す
る
ロ
マ
ン
。
２
丁
目
の
バ
ー
を
舞
台
に
し
た
７
つ
の
恋
の
物
語
。

分
か
り
や
す
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
書
。
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
も
公
式
サ
イ
ト
で
公
開
。

よ
り
良
い
睡
眠
の
最
新
研
究
。
お
金
を
追
求
す
る
現
代
を
思
想
史
か
ら
解
き
明
か
す
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

暑
い
暑
い
夏
の
日
。
虫
取
り

あ
み
を
持
ち
、
ク
ワ
ガ
タ
の
い

る
山
を
め
ざ
し
て
少
年
は
走
っ

た
。
真
っ
白
な
強
い
陽
射
し
と

夏
の
空
気
、
草
い
き
れ
、
入
道

雲
、
夕
立
ち
の
あ
と
の
土
の

匂
い
、
響
き
わ
た
る
セ
ミ
の

声
。
大
き
な
麦
わ
ら
帽
子
を
か

ぶ
り
、
山
へ
向
か
っ
て
走
る
少

年
は
、
農
家
を
通
り
過
ぎ
、
神

社
の
階
段
を
息
を
切
ら
し
て
登

り
、
緑
あ
ふ
れ
る
森
に
飛
び
込

み
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
ク
ワ

ガ
タ
捕
り
に
挑
戦
す
る
。

　

今
で
も
こ
ん
な
風
景
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
真
夏
の
青
い
空

の
下
、
田
ん
ぼ
や
あ
ぜ
道
で
見

つ
け
た
カ
エ
ル
や
ト
ン
ボ
と
遊

び
、
木
登
り
し
て
ク
ワ
ガ
タ
を

見
つ
け
る
夏
休
み
。
夕
立
ち
で

び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
も
気
に

し
な
い
。
都
会
し
か
知
ら
な
い

子
供
に
も
疑
似
体
験
で
き
そ
う

な
、
そ
ん
な
田
舎
で
過
ご
す
夏

休
み
の
１
日
を
躍
動
感
の
あ
る

イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
言
葉
少
な

く
描
か
れ
る
。
こ
れ
か
ら
夏
休

み
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
、

そ
し
て
、
も
う
２
度
と
来
な
い

夏
を
懐
か
し
む
大
人
に
も
楽
し

め
る
、
美
し
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
大
型
絵
本
。　
　
　

（
高
田
）

子
ど
も
の
頃
に
体
感
し
た
夏
の
記
憶

 『なつのいちにち』
作： はた こうしろう

偕成社　2004 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.desumasucho.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

私
は
い
ま
、
ア
メ
リ
カ
と
日

本
を
行
き
来
す
る
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
最
近
お
友
達
に

頼
ま
れ
て
大
量
に
購
入
し
て
い

く
食
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
、
チ
ア
シ

ー
ド
、
粉
末
ケ
ー
ル
、
粉
末
ビ

ー
ツ
や
ア
サ
イ
ー
パ
ウ
ダ
ー
な

ど
の
食
物
繊
維
の
多
い
ス
ー
パ

ー
フ
ー
ド
と
い
わ
れ
て
い
る
食

品
。
日
本
で
は
最
近
﹁
腸
活
﹂

﹁
朝
活
﹂
が
流
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
腸
内
環
境
と
肌
荒
れ
、

肌
の
調
子
に
は
、
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。
腸
内
環
境
が
悪

化
す
る
と
、
腸
内
に
棲
む
細
菌

は
体
に
有
害
な
物
質
を
作
り
出

り
は
朝
起
き
た
時
か
ら
。
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
10
分
間
沸

騰
さ
せ
た
白
湯
を
飲
み
な
が
ら

体
内
の
デ
ト
ッ
ク
ス
。
そ
し
て

腸
活
ス
ム
ー
ジ
ー
を
い
た
だ
き

ま
す
。最
近
の
お
気
に
入
り
は
、

ケ
ー
ル
の
葉
1
枚
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
１
０
０
g
、
り
ん
ご
２
分
の

１
、
マ
ン
ゴ
ー
１
０
０
グ
ラ
ム

の
ス
ム
ー
ジ
ー
。
ア
メ
リ
カ
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
に
は

日
本
で
は
な
か
な
か
見
な
い
新

鮮
な
ケ
ー
ル
や
ビ
ー
ツ
、
発
酵

食
品
の
代
表
格
と
言
わ
れ
て
い

る
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
種
類
が
と
て

も
多
く
、
俄
然
や
る
気
が
出
て

き
ま
す
。
あ
な
た
の
そ
の
肌
荒

れ
も
腸
内
環
境
の
乱
れ
が
原
因

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
腸
内
環
境

を
整
え
美
肌
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

腸
内
環
境
を
整
え
美
し
い
お
肌
を
目
指
す

17
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
今
月

６
日
、
次
世
代
の
若
者
を
育
成

す
る
た
め
の
﹁
日
本
の
素
材
﹂

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
内
ア
イ
ロ
ン
ゲ
ー
ト
劇
場

で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
近
郊
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
部
専
攻
の
学

生
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
と
も
に
開
催

し
た
︵
３
面
に
記
事
︶
。
田
畑

さ
ん
が
10
年
間
海
外
で
実
施
し

て
き
た
シ
ョ
ー
で
、
北
米
で
は

初
開
催
と
な
る
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
静

岡
の
伝
統
織
物
﹁
遠
州
綿
紬
﹂。

伝
統
を
重
ん
じ
、
日
本
の
四
季

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
色
で
糸
を
染

め
、
昔
な
が
ら
の
織
機
で
１
日

25
メ
ー
ト
ル
以
上
、
丁
寧
に
織

ら
れ
た
生
地
は
、
驚
く
ほ
ど
柔

ら
か
な
手
触
り
。
同
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
在
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
の
森

美
樹
夫
大
使
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
市
長
ジ
ム
・
ケ
ニ
ー
氏
が

挨
拶
、
尺
八
生
演
奏
と
殺
陣
ラ

イ
ブ
シ
ョ
ー 

の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
表
彰
式
、

懇
親
会
も
行
わ
れ
華
や
か
な
日

本
紹
介
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

田
畑
さ
ん
は
、
１
９
７
１
年

埼
玉
県
生
ま
れ
。
短
大
児
童
教

育
学
科
を
卒
業
後
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
に
就
職
、
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
約
1
年
間
滞
在
。
現

地
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
、
日
本
語
教

師
な
ど
を
経
験
し
た
。帰
国
後
、

旅
行
系
派
遣
会
社
や
出
版
社
勤

務
を
経
て
、
95
年
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
独
立
し
た
。

　

97
年
、
女
友
達
と
二
人
で
、

ポ
ン
コ
ツ
車
に
乗
っ
て
45
日
間

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
︵
約

２
万
２
０
０
０
キ
ロ
︶
一
周
ド

ラ
イ
ブ
の
旅
に
出
る
な
ど
冒
険

家
だ
。

　

２
０
０
８
年
に
多
言
語
で
日

本
の
文
化
や
地
域
を
紹
介
す

る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
﹃
Ａ
Ｊ　

A
dventure JA

PA
N

﹄

編

集
長
、
発
行
人
と
し
て
起
業
。

翌
09
年
1
月
株
式
会
社
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立

し
た
。
創
刊
4
号
で
文
楽
特
集

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

13
年
文
楽
マ
レ
ー
シ
ア
公
演
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
。
14
年
よ
り

吉
田
簑
紫
郎
氏
と
と
も
に
通
称

﹁
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
文
楽
﹂、
ア

ジ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
公
演
を
企

画
。
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン

ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
台
湾
な
ど
14
都
市
を
巡

回
、
海
外
イ
ベ
ン
ト
に
乗
り
出

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
田
畑
さ
ん
が
継
続
し

て
力
を
入
れ
て
き
て
い
る
の
が

サ
ク
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
。﹁
伝

統
文
化
と
世
界
の
人
々
を
繋
ぐ

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
れ
ば
と

願
い
ま
す
。
こ
の
先
は
、文
化
、

経
済
、
観
光
、
教
育
の
循
環
が

う
ま
く
い
く
よ
う
に
、
生
み
出

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
市
場
に

周
り
、
そ
の
売
上
で
ま
た
、
新

し
い
若
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
支

援
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
﹂
と
語
る
。

著
者
に
﹃
起
業
本
能�

夢
を
生

み
出
す
女
性
た
ち
﹄︵
サ
ン
マ

ー
ク
出
版
︶　

ほ
か
共
著
多
数
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

し
、
そ
れ
が
血
液

を
通
じ
て
全
身
に

回
る
た
め
、
肌
荒

れ
を
引
き
起
こ
す

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
腸
内
細
菌
は

大
き
く
分
け
る
と

﹁
善
玉
菌
﹂
と
﹁
悪

玉
菌
﹂
に
分
か
れ

ま
す
。
こ
の
善
玉

菌
の
エ
サ
に
な
る

食
物
繊
維
や
発
酵

食
品
を
取
り
、
腸

内
フ
ロ
ー
ラ
を
整

え
る
こ
と
が
大
切

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
腸
活
の
始
ま

日
本
素
材
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
世
界
に
発
信

一般社団法人サクラコレクション

代表理事

田畑 則子さん

https://tawaramart.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://jmart-usa.com/en/
https://www.myhappytummyclub.com/
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
市
︶
で

は
、
第
40
回
目
と
な
る
育
英
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
︵
総
合
デ
ィ
レ

ク
タ
ー　

笠
間
将
平
︶
が
緑
豊

か
な
同
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
小
学
部
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
︵
幸 

亜
優
美
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
︶
は
前
後
期
共
に

約
70
人
程
度
が
参
加
す
る
。

　

規
制
の
緩
和
に
よ
り
今
年
度

か
ら
再
び
開
催
と
な
っ
た
宿
泊

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ

ン
や
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
非
日

常
の
大
自
然
の
中
で
思
い
っ
き

り
楽
し
め
る
活
動
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
あ
っ
た
。
目
玉
行
事
の

ひ
と
つ
で
あ
る
夕
食
の
カ
レ
ー

作
り
で
は
、
ク
ラ
ス
で
話
合
っ

た
お
肉
を
入
れ
て
自
分
た
ち
で

一
か
ら
作
る
。
食
後
は
、
全
員

で
広
場
に
集
ま
り
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
が
行
わ
れ
た
。
炎
を

囲
っ
て
全
員
歌
を
楽
し
み
な
が

ら
、
数
年
ぶ
り
の
キ
ャ
ン
プ
の

雰
囲
気
を
存
分
に
味
わ
っ
た
よ

う
だ
。
７
月
18
日
︵
月
︶
か
ら

の
後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
し
込

み
は
ま
だ
多
少
空
い
て
お
り
１

週
間
単
位
で
も
申
し
込
み
が
可

能
だ
。

楽
し
い
育
英
学
園

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
６
月

30
日
、
１
学
期
終
業
式
と
レ
イ

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
校
舎
閉
校
式
を

行
っ
た
。
岡
田
校
長
は
、
精
一

杯
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
﹁
新
し
い
思
い
出
を
心
に
刻

ん
で
新
た
な
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
歴
史
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
﹂と
、

こ
れ
か
ら
の
前
途
を
祝
し
た
。

　

校
舎
閉
校
式
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
こ
こ
Ｎ
Ｙ
の
地
に

﹁
我
々
の
学
校
を
作
ろ
う
﹂
と

い
う
願
い
の
も
と
学
校
の
礎
を

築
い
て
き
た
先
人
へ
思
い
を
寄

せ
た
。
９
年
生
の
代
表
生
徒
は

﹃
世
界
を
結
ぶ
こ
の
心　

と
も

に
手
を
取
り
共
に
磨
か
ん
﹄
と

い
う
校
歌
の
一
節
に
触
れ
、﹁
私

た
ち
の
気
持
ち
の
礎
と
な
っ
て

い
る
﹂
と
述
べ
た
。
レ
イ
ク
ア

ベ
ニ
ュ
ー
校
舎
閉
校
式
に
向
け

て
、
生
徒
会
本
部
が
中
心
と
な

り
﹁
移
転
記
念
作
品
﹂
の
ム
ー

ビ
ー
を
作
成
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
生
徒
会
本
部
が
指
揮
を
執

り
、
児
童
生
徒
・
職
員
全
員
で

作
っ
た
人
文
字
﹁
Ｇ
Ｊ
Ｓ
﹂
の

映
像
も
披
露
さ
れ
、
全
校
生
か

ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、

教
職
員
や
保
護
者
な
ど
の
学
校

関
係
者
、
レ
イ
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー

の
地
域
や
新
校
舎
と
な
る
リ
バ

ー
サ
イ
ド
の
地
域
住
民
へ
の
理

解
と
協
力
に
つ
い
て
も
言
及

し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

レ
イ
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
校
舎
閉

校
式
後
、
中
等
部
生
は
﹁
予
定

よ
り
３
か
月
延
期
さ
れ
て
の
校

舎
移
転
に
な
っ
た
が
、
１
学
期

間
レ
イ
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
校
舎
で

過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
。
お
別
れ

を
す
る
準
備
が
で
き
た
し
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
も
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
﹂
と
目
に
涙
を
浮

か
べ
な
が
ら
思
い
を
語
っ
た
。

　

２
学
期
か
ら
は
リ
バ
ー
サ
イ

ド
校
舎
で
の
新
た
な
学
校
生
活

が
始
ま
る
。
１
９
７
５
年
の
開

校
か
ら
半
世
紀
の
節
目
を
目
前

に
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
は
ま
た

新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
。

グリニッチ校に
さようなら
NY日本人学校

ヒト文字描いてお別れ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
日
本
語
補
習
校 A

lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶
で
は
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い

る
。
日
本
文
化
や
風
習
に
ま
つ

わ
る
活
動
を
通
し
て
、
日
本
語

に
親
し
む
。
２
週
目
に
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
練
り
切
り
を
完
成
さ

せ
る
﹁
和
菓
子
作
り
﹂、
作
っ

た
お
菓
子
と
お
茶
を
屋
外
で
楽

し
む
﹁
野
点
﹂
を
行
っ
た
。
和

菓
子
づ
く
り
で
は
、
白
あ
ん
に

色
を
付
け
て
包
み
、
模
様
や
形

を
つ
け
て
い
く
。
作
る
に
つ
れ

て
慣
れ
た
手
つ
き
に
な
り
、
色

と
り
ど
り
の
練
り
切
り
が
完
成

し
た
。
屋
外
で
は
、
自
分
が
点

て
た
お
茶
と
一
緒
に
和
菓
子
を

楽
し
ん
だ
。
自
分
で
作
っ
て
み

る
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
を
体

験
し
た
一
日
と
な
っ
た
。
ほ
か

に
も
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
﹁
流
し

そ
う
め
ん
﹂﹁
す
い
か
割
り
﹂

な
ど
も
行
い
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
真
ん
中
に
い
な
が
ら
日
本
の

夏
に
触
れ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
プ
に

な
っ
て
い
る
。

Altoのキャンプ

日本文化を体験
作った和菓子とお茶で野点

　
石
造
り
の
重
厚
な
チ
ャ

ペ
ル
が
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学

校
校
舎
の
シ
ン
ボ
ル
的
存

在
だ
っ
た
。

http://villagewellusa.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.jwsny.org
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
http://www.gwjs.org
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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Ｑ　

９
月
か
ら
高
校
生
に
な
る

子
供
を
連
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に

赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
日
本
で
行
っ
て
い

た
ス
ポ
ー
ツ
を
ア
メ
リ
カ
で
も

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
の
部
活

動
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
参
加

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

ア
メ
リ
カ
の
中
学
校
・
高

校
の
運
動
系
部
活
動
は
、
日
本

の
部
活
動
の
よ
う
に
１
年
を
通

し
て
同
じ
部
に
所
属
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に

チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
す
。
私
の

子
供
が
通
っ
た
高
校
を
例
に
と

る
と
、
秋
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
、
冬
は
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
春
は
野
球
・
陸

上
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
る
前
に
チ
ー
ム
を

編
成
す
る
た
め
の
ト
ラ
イ
ア
ウ

ト
︵
選
抜
テ
ス
ト
︶
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
部
活
の
よ
う
に
希

望
者
全
員
を
入
部
さ
せ
る
こ
と

は
な
く
、
試
合
に
出
場
す
る
登

録
選
手
を
選
抜
す
る
の
で
、
補

欠
選
手
を
含
め
ご
く
わ
ず
か
し

か
入
部
で
き
ま
せ
ん
。
各
チ
ー

ム
の
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
の
日
程
に

つ
い
て
は
、
学
校
の
カ
レ
ン
ダ

ー
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
の
前
に
ワ
ー
ク

ア
ウ
ト
と
い
っ
て
自
主
練
習
を

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
も
多

く
、
そ
の
情
報
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
自
分
で
尋
ね
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
私
の
娘
が
高
校

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

に
入
部
し
た
体
験
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
８
月
上
旬
に
日
本
か
ら

引
っ
越
し
た
私
た
ち
は
、
新
学

期
初
日
を
迎
え
る
前
に
通
学

す
る
予
定
の
高
校
の
運
動
部

に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
し
た
。

︵
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

A
thletics

と
い
う
項
目
が
あ

り
、
各
種
運
動
部
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
︶
そ
こ
で
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
コ
ー
チ
の

連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の

で
、
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
だ

が
入
部
を
希
望
し
て
い
る
と
メ

ー
ル
を
送
る
と
﹁
是
非
話
を
聞

き
た
い
の
で
会
い
ま
し
ょ
う
﹂

と
返
信
を
く
れ
、
ま
だ
夏
休
み

中
で
し
た
が
、
直
接
お
会
い
し

て
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
学
校
が
始

ま
っ
た
ら
す
ぐ
部
活
の
説
明
会

が
あ
る
こ
と
、
そ
の
後
ト
ラ
イ

ア
ウ
ト
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
ワ

ー
ク
ア
ウ
ト
を
実
施
す
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
が
始
ま
る
と
娘
は
早
速
練

習
に
参
加
し
、
無
事
ト
ラ
イ
ア

ウ
ト
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

高
校
の
運
動
部
は
１
軍
に
当

た
るV

arsity

と
２
軍
に
あ

た
るJunior V

arsity 

の
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
時
に

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
振
り
分

け
を
行
い
ま
す
。
同
じ
学
校

の
同
じ
運
動
部
で
あ
っ
て
も

V
arsity

とJunior V
arsity

は
担
当
コ
ー
チ
も
違
う
別
の
チ

ー
ム
で
、
練
習
や
試
合
も
そ
れ

ぞ
れ
別
に
行
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
赴
任
中

に
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
小
学
生
ま

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
初
心
者
の
た
め
の
リ
ー
グ

が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
自
由
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
中
学
生
に
上
が
る
と
学
校

の
チ
ー
ム
に
入
る
た
め
に
は
全

く
の
初
心
者
で
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
で
の
経
験

や
ス
ポ
ー
ツ
能
力
を
ト
ラ
イ
ア

ウ
ト
で
認
め
ら
れ
て
ア
メ
リ
カ

の
部
活
で
頑
張
る
生
徒
も
い
る

一
方
で
、
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
に
合

格
す
る
た
め
に
個
人
コ
ー
チ
を

雇
っ
て
い
る
人
も
い
て
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
陸
上
競

技
は
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
が
な
か
っ

た
の
で
、
意
志
が
あ
れ
ば
誰
で

も
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
な
る
と
、
渡
米
当

初
か
ら
慣
れ
な
い
英
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
は

難
し
い
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の

経
験
が
あ
る
と
、
ボ
ー
ル
一
つ

で
話
題
が
広
が
る
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
高
校
の
運
動
部
に
参

加
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
く
て

も
、
ア
メ
リ
カ
生
活
に
ス
ポ
ー

ツ
が
関
わ
っ
て
い
る
様
子
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
は
、
良
い
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ス

タ
ジ
ア
ム
に
足
を
は
こ
ん
で
迫

力
あ
る
試
合
を
生
で
観
戦
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

﹁
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
﹂

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        有馬真由美相談員
滞在歴と滞在時の子供の年齢：アメリカ・カリフォルニア州（7年）長女0歳〜5歳、長男　0歳〜4か月。

インド・バンガロール（4 年 4 か月）長女 8 歳〜 12 歳、長男 3 歳〜 7 歳。
アメリカ・カリフォルニア州（5 年）長女 14 歳〜 18 歳、長男 9 歳〜 14 歳。

アメリカの高校で運動部に参加するには？

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
の
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
で
12
日
と
14
日
、

バ
レ
エ
教
室
が
行
わ
れ
た
。
イ

ザ
ベ
ラ
・
ト
ー
レ
ス
氏
を
講
師

に
迎
え
、
幼
児
と
小
学
生
と
分

か
れ
て
構
成
さ
れ
る
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
今
回
で
3
年
目
を
迎

え
た
。
日
本
語
に
よ
る
指
導

で
、
同
校
体
育
館
で
バ
レ
エ
の

基
礎
を
学
ん
だ
。
全
体
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
は
正
し
い
姿
勢
を

維
持
し
な
が
ら
身
体
を
動
か
し

た
。
講
師
が
﹁
頭
の
上
に
リ
ン

ゴ
を
乗
せ
た
つ
も
り
で
﹂
と
声

を
か
け
る
と
、
そ
の
リ
ン
ゴ
を

落
と
さ
な
い
よ
う
背
筋
を
ぴ
ん

と
伸
ば
し
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て

運
動
を
し
た
。
当
初
は
慣
れ
な

い
様
子
の
子
ど
も
も
い
た
が
、

て
い
ね
い
な
指
導
の
下
で
次
第

に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
白
鳥
の
ポ

ー
ズ
な
ど
を
習
得
し
て
い
っ

た
。
ス
テ
ッ
プ
の
踏
み
方
や
手

足
の
動
か
し
方
な
ど
基
本
動
作

を
行
う
幼
児
ク
ラ
ス
に
対
し
、

小
学
生
ク
ラ
ス
は
脚
の
位
置
の

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
と
い
っ

た
よ
り
高
度
な
レ
ベ
ル
の
実
践

を
行
う
な
ど
、
双
方
の
ク
ラ
ス

と
も
楽
し
み
な
が
ら
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
１

学
期
最
後
の
授
業
日
は
7
月
８

日
で
あ
っ
た
。
学
活
終
了
後
の

２
時
間
目
は
、
全
児
童
生
徒
が

協
力
し
て
、
教
室
・
廊
下
・
階

段
な
ど
校
内
を
分
担
し
て
大
掃

除
を
行
っ
た
。
普
段
は
身
の
回

り
の
清
掃
だ
け
だ
が
、
ほ
う
き

や
モ
ッ
プ
を
使
っ
た
り
、
机
の

上
や
手
す
り
な
ど
を
雑
巾
が
け

し
た
り
と
丁
寧
に
掃
除
し
た
。

校
舎
内
が
き
れ
い
に
な
っ
た

後
、
コ
ナ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
集
ま

っ
て
終
業
式
を
行
っ
た
。

　

終
業
式
で
櫻
井
校
長
は
﹁
児

童
・
生
徒
み
ん
な
が
協
力
し
て

活
動
し
た
こ
と
で
大
き
く
成
長

で
き
た
﹂
と
話
し
た
。
そ
し
て

子
供
た
ち
に
向
け
て
﹁
夏
休
み

に
は
、
自
然
体
験
を
含
め
い
ろ

ん
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
﹂
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
各
学

年
代
表
者
9
人
は
﹁
1
学
期
頑

張
っ
た
こ
と
﹂﹁
出
来
た
こ
と
﹂

を
発
表
し
た
。
友
達
と
協
力
し

て
頑
張
れ
た
こ
と
、
努
力
し
て

自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
行
事
で
の
自
分
の
思
い

と
共
に
ど
の
よ
う
に
成
長
で
き

た
か
な
ど
を
具
体
的
に
述
べ

た
。
多
く
の
児
童
生
徒
に
と
っ

て
大
変
参
考
に
な
る
発
表
で
あ

っ
た
。

１
学
期
終
業
式

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

リセ・ケネディ

サマースクールで
バレエ教室

http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

7 7/1/22 8/4/22 8/5/22 7 7 7

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

夕
立
の 

あ
と
に
褒
美
の 

虹
わ
た
る 

梶
村
彩
香  

Ｍ
Ａ
州

お
喋
り
な 

雀
ひ
と
り
の 

バ
ル
コ
ニ
ー

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

炎
帝
に 

プ
ラ
イ
ド
の
旗 

子
も
犬
も

櫻
井
陽
子  

Ｎ
Ｙ
州

衣
替
え 

悩
む
断
捨
離 

老お
い
こ
ま
ち

小
町

高
尾
利
子  

Ｎ
Ｙ
州

湯
上
が
り
の 

銀
髪
揺
ら
す 
夏
至
の
風

高
安
キ
ワ  

Ｎ
Ｊ
州

く
の
字
か
ら 

大
の
字
に
な
る 

児
の
昼
寝
　

は
ぎ
は
ら
敏
子  
Ｎ
Ｙ
州

あ
め
ん
ぼ
を 

覗
き
込
む
子
の 

細
き
首

斉
藤
照
枝  

Ｎ
Ｙ
州

橋
を
降
り 

日
本
語
放
送 

夏
休
み
　
高
山
英
士  

Ｎ
Ｊ
州

︵
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２
　
13
歳
︶
　

 

か
れ
え
だ
に 

新
め
見
つ
け
た 

春
の
午
後
　
　

清
水
羚
央  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
10
歳
︶

ベ
ラ
ン
ダ
の 

鳥
の
た
ま
ご
は 

い
つ
か
え
る
　

橋
本
奈
波  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

ブ
ラ
ン
コ
に 

の
れ
ば
聞
こ
え
る 

夏
の
音
　

フ
レ
ン
チ
幸
星  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

弟
と 

ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る 

ハ
ン
モ
ッ
ク
　
　

牛
島
乃
葉  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

春
雨
を 

の
ん
び
り
見
て
は 

ノ
ー
プ
ラ
ン
　

小
松
美
結  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
９
歳
︶

む
ず
か
し
い 

何
を
は
な
そ
う 

五
七
五
　

ド
ォ
ブ
美
樹
奈  

Ｐ
Ａ
州

︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
６
　
12
歳
︶
　

windy morn
pumpkin patch scarecrows
without hats
─Roberta Beach Jacobson, IA  

foreclosed farm
its � elds brimming
with dandelions

─John J. Dunphy, IL

cupped hands
the creek’s coolness
on my lips

─Marilyn Ashbaugh, MI 

hydrangea
our apologies
left unsaid

─Lithica Ann, OH

at the edge
of a summer day
sandpipers

─Rick Jackofsky, NY

red dawn--
an old woman crosses herself
among the ruins

─Ruth Holzer, VA 

dusk light
the silo drains the sky
of swifts

─Earl R. Keener, WV 

「6月選考通過作品」

　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の6月分の応募を締め切り、厳
正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳

未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い

たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き7月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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小
学
校
の
学
習
な
ど
で
ざ

っ
く
り
と
太
平
洋
戦
争
に
つ

い
て
は
わ
か
っ
て
は
い
た
が
、

個
々
の
戦
い
に
注
目
し
て
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
ど
ん
な

ふ
う
に
戦
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
調
べ
た
経
験
が
な
か
っ

た
の
で
、
多
く
の
知
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

私
は
調
べ
る
前
、
沖
縄
戦

も
硫
黄
島
の
戦
い
も
戦
術
面

で
は
﹁
日
本
が
負
け
た
戦
い
﹂

と
し
か
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
戦
い
の
最
中

で
多
く
の
戦
略
や
駆
け
引
き

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
れ
た
。

壕
の
構
築
、
徹
底
し
た
持
久

戦
術
、
縦
深
防
御
な
ど
の
戦

術
を
取
っ
て
い
た
と
い
う
事

実
は
今
ま
で
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
な
万
歳
突
撃
を
行
う
日
本

兵
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
に

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
に

あ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
側
か
ら

見
た
硫
黄
島
の
戦
い
、
沖
縄

戦
に
つ
い
て
も
調
べ
た
が
、

私
の
事
前
の
予
想
に
反
し
て

戦
術
だ
け
に
限
っ
て
み
れ
ば

驚
異
的
と
表
す
る
と
こ
ろ
が

一
定
数
あ
っ
た
こ
と
も
意
外

だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
陸
海
軍

の
摩
擦
や
無
能
な
指
揮
官
の

横
や
り
の
た
め
に
不
要
な
損

害
が
増
大
す
る
と
い
う
こ
と

が
日
本
・
ア
メ
リ
カ
の
双
方

に
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
も
印

象
的
だ
っ
た
。
日
本
側
で
は

海
軍
の
横
や
り
に
よ
っ
て
不

完
全
で
終
わ
っ
た
陣
地
構
築

や
、
参
謀
の
自
信
過
剰
に
よ

る
無
謀
な
総
攻
撃
、
ア
メ
リ

カ
側
で
あ
れ
ば
伝
達
ミ
ス
に

よ
る
爆
撃
の
失
敗
な
ど
が
代

表
的
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
沖
縄
で
の
集
団
自
決

は
事
前
知
識
は
あ
っ
た
が
、

文
献
を
改
め
て
調
べ
る
こ
と

で
そ
れ
が
﹁
捕
虜
に
な
る
こ

と
は
恥
で
あ
る
﹂
な
ど
の
宗

教
的
価
値
観
や
、﹁
ア
メ
リ

カ
は
降
伏
し
た
も
の
を
殺
す
﹂

な
ど
の
日
本
側
が
行
っ
た
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
由
来
す
る
も

の
が
原
因
で
あ
っ
た
と
再
確

認
で
き
た
。
一
方
で
、
少
数

な
が
ら
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る

民
間
人
の
殺
害
や
虐
待
な
ど

も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
一
概

に
そ
れ
が
す
べ
て
間
違
っ
て

い
た
と
も
言
え
な
い
。

　

結
局
沖
縄
戦
の
後
ダ
ウ
ン

フ
ォ
ー
ル
作
戦
︵
本
土
上
陸

作
戦
︶
は
実
行
さ
れ
ず
に
日

本
は
降
伏
し
、
今
も
ロ
シ
ア

と
の
北
方
領
土
問
題
が
残
っ

て
い
る
も
の
の
、
今
の
と
こ

ろ
平
和
を
享
受
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
す
る
な
ど
、
再
び
世
界
に

戦
争
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、

我
々
日
本
人
に
で
き
る
の
は

改
め
て
様
々
な
観
点
か
ら
、

太
平
洋
戦
争
を
見
直
し
、
未

来
へ
役
立
て
て
い
く
こ
と
だ

と
考
え
る
。

　
　

  　
︵
滞
米
１
年
７
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ
生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
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い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
手
に
取
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
死
神
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
で
、
着
る
の
が
簡

単
、
か
つ
、
目
立
た
な
い
の
で
、

わ
た
し
に
と
っ
て
は
ベ
ス
ト
で

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
一
番

に
ゴ
ー
ル
が
で
き
た
の
で
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
終
的
に
、
私
の
白
組
は
、

総
合
得
点
で
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
私
は
、
校
長
先

生
が
閉
会
式
で
仰
っ
て
い
た
よ

う
に
、
結
果
よ
り
も
、
楽
し
め

た
事
が
何
よ
り
だ
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
最
後
の
運
動
会

は
、
楽
し
く
、
色
々
な
こ
と
を

学
べ
て
、
最
高
の
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
思
い
出
は
、
私

の
一
生
の
宝
物
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
３
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

 ﹁
硫
黄
島
の
戦
い
と
沖
縄
戦
〜

太
平
洋
戦
争
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
終
え
て
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
納
　
遙
都

　

５
月
28
日
は
、
私
に
と
っ

て
物
凄
く
大
事
な
日
で
し
た
。

そ
れ
は
、
四
年
ぶ
り
で
、
小

学
生
最
後
の
運
動
会
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
日
は
雨
で
、

残
念
な
が
ら
室
内
で
の
運
動

会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
弟
と
同
じ
白
組

に
な
れ
た
だ
け
で
、
私
は
充

分
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
通
う
キ
ッ
ズ
国
際
学

園
は
、
人
数
が
少
な
い
の
で
、

六
年
生
は
８
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
た
だ
で
さ
え
少
な
い
の

に
、
運
動
会
当
日
、
そ
の
内

３
人
も
欠
席
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
私
は
白
組
で
唯
一
の

６
年
生
の
女
子
で
し
た
。
よ

り
に
よ
っ
て
運
動
会
の
日
に
、

３
人
も
風
邪
で
休
ん
で
し
ま

う
な
ん
て
、
と
て
も
衝
撃
的

で
し
た
。

　

運
動
会
の
前
に
、
私
達
６

年
生
は
物
を
運
ぶ
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
マ
ン
チ
キ
ン

レ
ー
ス
用
の
マ
ン
チ
キ
ン
は
、

６
年
生
の
女
子
三
人
で
詰
め

ま
し
た
。
途
中
で
数
え
間
違

え
を
し
て
し
ま
い
、
凄
く
焦

り
ま
し
た
。
１
５
０
個
の
マ

ン
チ
キ
ン
を
全
て
詰
め
終
え

た
時
に
は
、
達
成
感
が
あ
り

ま
し
た
。

　

午
後
に
な
り
、
全
校
生
徒

が
一
斉
に
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
楽
し
み
過
ぎ

て
興
奮
し
て
い
る
生
徒
も
い

れ
ば
、
少
し
緊
張
し
て
、
お

ど
お
ど
し
て
い
る
子
も
い
ま

し
た
。
私
は
、
と
て
も
楽
し

み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。

　

優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
渡
さ

れ
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
キ
ッ
ズ

の
旗
を
持
っ
て
行
進
し
た
後
、

待
ち
に
待
っ
た
運
動
会
が
遂

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
番
初
め
の
競
技
は
、
低

学
年
の
子
達
の
玉
入
れ
で
し

た
。
一
生
懸
命
に
投
げ
て
い

る
様
子
が
な
ん
と
も
可
愛
く

て
、
私
は
大
き
な
声
で
応
援

し
ま
し
た
。
室
内
の
高
さ
は

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
地
面
に
お
い
て
、

そ
こ
に
球
を
投
げ
る
形
で
や

り
ま
し
た
。
室
内
で
の
運
動

会
に
合
わ
せ
て
工
夫
さ
れ
た

こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
本
当
に

凄
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
一

番
の
お
気
に
入
り
の
競
技
で

あ
る
玉
入
れ
が
、
雨
の
せ
い

で
中
止
に
な
ら
な
か
っ
た
事

に
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
に
私
達
高
学
年

も
や
り
、
と
て
も
楽
し
め
ま

し
た
。

　

次
の
競
技
は
、
綱
引
き
で

し
た
。
ロ
ー
プ
は
長
く
、太
く
、

重
く
て
、
日
本
で
小
学
一
年

生
の
時
に
一
度
だ
け
持
っ
た

事
が
あ
る
綱
引
き
の
縄
と
、

全
く
同
じ
感
触
で
し
た
。
実

際
に
引
い
て
み
る
と
、
相
手

の
力
は
思
っ
た
以
上
に
強
く
、

私
の
全
体
重
を
か
け
て
も
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
強
く

握
り
過
ぎ
て
、
手
が
真
っ
赤

に
な
り
、
じ
ん
じ
ん
し
て
痛

か
っ
た
で
す
。﹁
絶
対
に
勝
ち

た
い
！
﹂
と
い
う
思
い
を
胸

に
、
次
の
回
で
は
力
を
振
り

絞
り
ま
し
た
。
長
引
い
た
決

闘
の
末
、
よ
う
や
く
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
達
は
、

心
の
底
か
ら
歓
声
を
あ
げ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
色
々
な
低
学
年

の
競
技
が
あ
り
ま
し
た
が
、

次
の
私
の
出
番
は
、﹁
仮
装
﹂

マ
ン
チ
キ
ン
レ
ー
ス
で
し
た
。

キ
ッ
ズ
の
運
動
会
で
は
、
パ

ン
食
い
競
争
の
パ
ン
の
代
わ

り
に
、
袋
に
詰
め
た
マ
ン
チ

キ
ン
を
使
い
ま
す
。
１
〜
５

年
生
ま
で
は
、
普
通
の
レ
ー

ス
だ
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ

か
私
達
６
年
生
と
中
学
生
だ

け
、﹁
仮
装
﹂
と
い
う
文
字
が

上
に
付
い
て
い
ま
し
た
。
先

生
に
理
由
を
聞
く
と
、
私
達

だ
け
ル
ー
ル
が
少
し
違
う
よ

う
で
す
。
そ
れ
は
、
た
だ
つ

る
さ
れ
た
マ
ン
チ
キ
ン
の
袋

を
口
で
く
わ
え
て
走
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
前
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
用
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

を
そ
の
場
で
着
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
レ
ー
ス
が
始
ま

る
少
し
前
、
担
任
の
先
生
か

ら
、﹁
面
白
さ
を
重
視
に
ね
。﹂

と
言
わ
れ
て
、頭
の
中
が
﹁
？
﹂

で
う
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
開
始
後
、
床
に
並

ぶ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
前
に
、

私
は
あ
る
事
を
確
信
し
ま
し

た
。﹁
こ
の
中
に
は
、
私
に
と

っ
て
危
険
な
も
の
が
あ
る
﹂

と
。
ま
ず
先
に
目
に
つ
い
た

黄
色
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
は
、

見
る
か
ら
に
怪
し
げ
な
オ
ー

ラ
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
ど

こ
か
で
見
覚
え
が
あ
る
と
思

っ
た
ら
、
そ
れ
は
フ
ォ
ー
ト

ナ
イ
ト
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

一
つ
、﹁
バ
ナ
ナ
マ
ン
﹂
で
し

た
。
こ
れ
は
、
即
、
選
択
肢

か
ら
除
外
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
隣
に
あ
っ
た
、
黒

　

私
た
ち
は
、
宿
泊
学
習
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
中
に
あ

る
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
に
行
き

ま
し
た
。
w
i
f
i
も
つ
な

が
ら
な
い
大
自
然
の
中
で
、

色
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
か
ら
、
そ
の
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
自
然
の
大
切
さ
で

す
。
私
は
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
に
着
い
て
か
ら
最
初
に
思

っ
た
こ
と
は
、
緑
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

ま
た
、
活
動
を
し
て
い
る
間

も
滝
を
見
た
り
、
色
々
な
種

類
の
グ
ー
ス
を
見
た
り
な
ど
、

自
然
を
た
く
さ
ん
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
美
し
い
緑
色
を
し

た
木
々
、
す
ん
だ
青
色
を
し

た
湖
、
そ
し
て
光
り
輝
く
よ

う
な
白
い
色
を
し
た
雲
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず

り
が
、
歌
の
よ
う
に
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る
間

は
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
、

初
め
て
﹁
世
界
は
広
い
﹂
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
経
験
し
て
、
今
ま
で
よ
り

も
、
さ
ら
に
自
然
を
大
切
に
し

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
フ

ロ
ス
ト
バ
レ
ー
に
行
っ
た
日

か
ら
、
自
然
を
で
き
る
限
り

大
切
に
し
た
い
な
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

普
通
の
道
に
、
普
通
に
生
え

て
い
る
た
ん
ぽ
ぽ
も
無
駄
に

し
て
は
い
け
な
い
な
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。﹁
た
ん

ぽ
ぽ
も
私
達
と
同
じ
生
き
物

だ
か
ら
﹂
と
い
う
の
も
理
由

の
一
つ
で
す
が
、﹁
自
然
は
私

達
を
癒
や
し
て
く
れ
る
か
ら
﹂

と
い
う
理
由
の
ほ
う
が
大
き

い
で
す
。
や
は
り
、
自
然
は

私
達
が
生
き
る
こ
と
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら

私
は
、
将
来
自
然
を
守
れ
る

人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

  　
︵
滞
米
６
か
月
︶

 ﹁
小
学
校
最
後
の
最
高
の

思
い
出
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
結
子
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
西
側
に
位
置
す
る
﹁
ヘ
ル

ズ
・
キ
ッ
チ
ン
﹂。
か
つ
て
ギ
ャ
ン
グ
の
闘
争
と
貧
困
で
知
ら
れ

た
危
険
な
エ
リ
ア
だ
が
、
近
年
生
ま
れ
変
わ
り
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
並
び
、
昼
も
夜
も
安
全
で
賑
や

か
に
な
っ
た
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
か
つ
て
多
く
の
移
民
が
住
ん
で
い
た
50
丁
目

を
９
番
街
か
ら
西
に
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
だ
。

古
い
階
段
を
上
が
っ
た
３
階
に
あ
る
﹁
レ
イ
ル
ロ
ー
ド
・
ス
タ
イ

ル
﹂
の
こ
の
部
屋
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

キ
ッ
チ
ン
と
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
抜
け
る
と
た
っ
ぷ
り
と
し
た

オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
れ
を
抜
け
る
と
一
つ
目
の
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
へ
。
フ
レ
ン
チ
・
ド
ア
を
開
け
る
と
陽
が
さ
ん
さ
ん

と
差
し
込
む
巨
大
な
２
つ
目
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
へ
と
繋
が
る
。
オ

フ
ィ
ス
の
脇
に
は
通
り
抜
け
の
で
き
る
大
き
な
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
も

あ
る
。

　

﹁
服
の
製
作
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

だ
っ
た
。
こ
の
部
屋
は
日
当
た
り
が
良
い
し
、
古
く
て
も
味
の
あ

る
デ
ィ
テ
ー
ル
が
た
っ
ぷ
り
残
っ
て
気
に
入
っ
て
い
る
﹂
と
現
在

の
テ
ナ
ン
ト
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
言
う
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
は
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
パ
ー
ト
は
ど
ん
ど

ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

家
賃
は
２
ベ
ッ
ド
＋
オ
フ
ィ
ス
で
３
５
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ

せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、
Ｅ
メ
ー
ルhiroshi@

livingN
Y

.com

　

キ
シ
ロ
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
リ
ビ
ン
グ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶

ヘ
ル
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
の
掘
り
出
し
も
の

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
バ
ー
モ
ン

ト
州
ラ
ト
ラ
ン
ド
を
繋
ぐ
ア
ム

ト
ラ
ッ
ク
の
イ
ー
サ
ン
・
ア
レ

ン
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
号
は
今
夏
、

停
車
駅
を
増
や
し
、
車
内
サ
ー

ビ
ス
が
さ
ら
に
充
実
し
た
特
別

列
車
を
夏
季
限
定
で
運
行
す

る
。
夏
季
限
定
号
は
、
バ
ー
モ

ン
ト
州
バ
ー
リ
ン
ト
ン
、
ミ
ド

ル
ベ
リ
ー
、
バ
ジ
ェ
ン
ズ
駅
に

停
車
す
る
。
上
り
は
バ
ー
リ
ン

ト
ン
駅
を
午
前
10
時
10
分
発
、

Ｎ
Ｙ
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
モ
イ

ニ
ハ
ン
・
ト
レ
イ
ン
・
ホ
ー
ル

に
午
後
５
時
54
分
着
、
下
り
は

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
を
午
後
２

時
21
分
発
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
駅

に
午
後
９
時
55
分
に
到
着
す

る
。 

車
内
で
は
無
料W

i-Fi

サ
ー
ビ
ス
で
携
帯
電
話
や
電
子

端
末
機
が
利
用
で
き
、
カ
フ
ェ

利
用
や
ペ
ッ
ト
同
伴
可
の
車

両
も
あ
る
。
中
央
席
は
設
け

ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
座
席
は

足
元
に
も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
自
転
車
は
事
前
予
約
と

追
加
料
金
20
ド
ル
で
持
ち
込
み

で
き
る
。
ま
た
同
急
行
列
車
の

醍
醐
味
で
あ
る
ハ
ド
ソ
ン
川
や

郊
外
の
自
然
の
景
色
も
堪
能
で

き
る
。
同
列
車
の
詳
細
や
予
約

はA
m

trak.com

を
参
照
す

る
。
ま
た
チ
ケ
ッ
ト
は
ア
ム
ト

ラ
ッ
ク
の
ア
プ
リ
、、
駅
窓
口
、

電

話

１
・
８

０

０
・U

SA

・

T
A

IL

で
購
入
で
き
る
。

バ
ー
モ
ン
ト
州
へ

夏
列
車
運
行

　

日
本
で
は
安
倍
元
首
相
が
凶

弾
に
倒
れ
、
米
国
で
は
最
高
裁

判
所
が
半
世
紀
前
の
中
絶
擁
護

を
覆
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
一

生
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
で
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

悩
ま
れ
た
末
、
Ｈ
さ
ん
は
定

年
退
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
周
り
か
ら
羨
ま
れ
る

ほ
ど
良
好
だ
っ
た
現
在
の
職
場

の
上
司
と
の
関
係
が
、
あ
る
時

期
を
境
に
急
激
に
変
化
。
以

来
﹁
い
じ
め
﹂
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
待
遇
を
受
け
始
め
ま
し

た
。
不
安
や
不
眠
が
原
因
と
な

っ
て
仕
事
の
ミ
ス
が
重
な
り
、

更
な
る
冷
遇
と
言
う
悪
循
環
に

陥
り
休
職
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
卒
業
後
、
複
数
の
会

社
で
就
労
し
、
常
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
方
が

職
場
で
の
人
間
関
係
を
苦
に
休

職
、
そ
し
て
離
職
す
る
と
い
う

過
程
を
受
け
止
め
る
の
は
容
易

な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｈ
さ

ん
は
活
動
的
な
趣
味
も
持
ち
友

人
関
係
も
良
好
で
し
た
が
、
現

在
は
そ
れ
ら
の
活
動
も
ス
ト
ッ

プ
。﹁
こ
の
歳
で
引
き
こ
も
り
﹂

と
自
嘲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
主
に
退
職
に

よ
っ
て
失
う
も
の
や
不
完
全
燃

焼
な
幕
引
き
な
ど
Ｈ
さ
ん
の
喪

失
感
や
遺
憾
な
思
い
に
焦
点
を

当
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま

で
不
可
能
に
近
か
っ
た
ま
と
ま

っ
た
時
間
の
確
保
な
ど
長
所
に

も
目
を
向
け
始
め
ま
し
た
。

　

次
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
は

時
に
予
期
せ
ぬ
形
で
訪
れ
ま

す
。
客
観
的
な
立
場
で
現
状
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
︵
真
壁
弘
子

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
公
認
臨
床
心
理
療
法
士
、

LC
SW

,C
A

SA
C

保
持
︶

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（32）

https://www.redacinc.com/
tel:9175773969
http://kiku-ny.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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http://www.startsnewyork.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
https://www.roomstyle.design/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
tel:2122136069
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通
じ
な
い
単
語
と
し
て
よ
く

相
談
さ
れ
る
も
の
に
、w

alk 
(

歩
く)

が
あ
り
ま
す
。
綴
り

に
Ｌ
が
入
る
た
め
、
発
音
に
も

Ｌ
音
が
含
ま
れ
る
と
誤
解
し
、

不
必
要
な
舌
の
動
き
を
練
習
し

て
い
る
日
本
人
が
多
い
の
で
す

け
で
、と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。

　

こ
の
単
語
が
通
じ
な
い
も
う

一
つ
の
原
因
は
、
カ
タ
カ
ナ
の

ウ
ォ
ー
ク
の
よ
う
に
上
唇
を
キ

ュ
ッ
と
下
げ
て
、
母
音
の
音
色

が
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
こ
の
口
の
開
け
方
は
舌
を

固
め
て
し
ま
う
た
め
、
英
語
の

発
音
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
英
語

で
は
ｗ
音
の
直
後
に
上
唇
が
上

に
緩
み
、
頬
が
横
に
広
が
り
ま

す
︵
唇
イ
ラ
ス
ト
参
照
︶。

　

ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
で
英
語

の
口
の
開
け
方
を
覚
え
れ
ば
、

舌
の
横
幅
が
広
が
り
、w

alk

を
発
音
す
る
間
ず
っ
と
、
舌
斜

め
前
を
下
唇
裏
に
休
め
た
ま
ま

発
音
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
てw

alk

とw
ork

の
発
音
の
違
い
な
ど
も
、
簡
単

に
マ
ス
タ
ー
で
き
ま
す
。

　

日
本
語
の
口
か
ら
英
語
の
口

へ
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
﹁
ス
ラ
イ

ド
﹂
とw

alk
の
発
音
を
、
ミ

ニ
動
画
で
説
明
し
ま
し
た
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
下
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 
ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

walk が

通じない！
13

が
、
発
音
す
る
際
に
は
Ｌ
音
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
発
音
記
号
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ｗ
音
と
ｋ

音
の
間
に
母
音
が
一
つ
入
る
だ

250

 　
こ
の
夏
、
国
民
民
主
党
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
大
阪

選
挙
区
か
ら
参
議
院
選
挙
に
立

候
補
し
て
い
ま
し
た
。
大
阪
選

挙
区
は
、
4
人
が
定
数
の
と
こ

ろ
に
18
人
が
立
候
補
。

　

日
本
人
で
も
わ
か
り
に
く
い

日
本
の
選
挙
制
度
。
参
議
院
選

挙
は
、
都
道
府
県
別
の
選
挙
区

と
比
例
代
表
が
あ
り
ま
す
。
都

道
府
県
別
の
選
挙
区
は
、
人
口

に
よ
っ
て
定
数
が
違
う
。ま
た
、

比
例
代
表
は
党
名
を
書
い
て
も

い
い
し
、
比
例
代
表
に
立
候
補

し
て
い
る
人
の
名
前
を
書
い
て

も
い
い
。
そ
し
て
、
書
い
た
名

前
は
党
の
票
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
書
か
れ
た
名
前
の
多
い

順
に
当
選
に
な
り
ま
す
。

　

組
織
と
し
て
は
、
こ
の
比
例

票
も
大
切
。
そ
し
て
、
比
例
票

を
稼
ぐ
た
め
に
も
都
道
府
県
別

の
選
挙
区
に
立
候
補
者
を
立
て

る
こ
と
も
大
切
。
と
い
う
こ
と

で
﹁
大
谷
さ
ん
、
大
阪
選
挙
区

か
ら
立
候
補
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
、
国
民
民
主
党
か
ら
声
が
か

か
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
選
挙
制
度
を
有

権
者
に
説
明
す
る
の
も
結
構
大

変
。
そ
し
て
、
衆
議
院
議
員
選

挙
と
も
ま
っ
た
く
違
う
制
度
。

﹁
よ
く
わ
か
ら
な
い
﹂
と
投
票

に
行
か
な
い
人
も
多
い
。
な
の

で
、
投
票
率
は
国
政
選
挙
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
毎
回
50
パ
ー
セ

ン
ト
い
く
か
い
か
な
い
か
。
そ

れ
で
も
﹁
政
治
に
無
関
心
で
も

無
関
係
で
い
ら
れ
な
い
﹂
を
伝

政
治
に
無
関
心

で
も
無
関
係
で

い
ら
れ
な
い

日
本
米
の
良
さ

食
べ
て
実
感
ごはんフェス

え
た
く
て
立
候
補
を
引
き
受
け

ま
し
た
。
結
果
、
10
万
票
を
い

た
だ
い
た
も
の
の
当
選
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
た
く
さ
ん
の

人
脈
と
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。﹁
大

谷
さ
ん
が
立
候
補
し
て
く
れ
た

か
ら
、
初
め
て
選
挙
に
行
っ
た

わ
﹂
な
ど
と
い
う
強
者
も
い
ま

し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
も
消
費
税
も
子
供

た
ち
の
未
来
を
創
る
の
も
政

治
。
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
政
治
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
っ
て
選
挙
に
行
っ
て
欲
し

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
ま
だ
ま
だ

楽
し
く
伝
え
て
い
き
た
い
。
こ

れ
か
ら
わ
た
し
の
や
る
べ
き
こ

と
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
ま
し

た
。
大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人

材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑

い
﹂
を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成

が
話
題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ

ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま

れ
た
ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂

な
ど
多
数
。

　

日
本
米
の
魅
力
を
紹
介
す

る
﹁
ご
は
ん
フ
ェ
ス
﹂
が
16

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル

シ
ー
で
開
催
さ
れ
た(

１
面
に

記
事
︶。
当
日
は
、
２
ブ
ロ
ッ

ク
を
日
本
の
出
店
で
占
め
、
日

本
関
連
35
店
中
、
日
本
食
ブ

ー
ス
出
店
は
17
店
舗
。
そ
の

中
で
、
ご
飯
関
連
は
、
お
む

す
び
権
米
衛
︵
お
む
す
び
︶、

M
akiR

evo/T
abiK

ase 

旅

す
る
・
お
ま
か
せ
︵
野
菜
寿
司
・

手

巻

き

寿

司

︶、B
entO

n

︵﹁
祭
﹂
弁
当
︶、
ゴ
ー
ゴ
ー
カ

レ
ー
︵
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
丼
、
カ

レ
ー
ト
ッ
ピ
ン
グ
︶、J-Spec 

W
agyu D

ining

︵
Ａ
５
和
牛

丼
︶
、
大
戸
屋
︵
茶
の
間
お
に

ぎ
り
と
抹
茶
カ
フ
ェ
︶
の
６
店

舗
が
出
店
し
た
。

　

会
場
で
は
、
餅
つ
き
体
験
や

お
に
ぎ
り
作
り
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
が
市
民
参
加
で
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
真
剣
な
面
持
ち
で
体

験
、
出
来
上
が
っ
た
お
に
ぎ
り

を
口
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
お

む
す
び
権
米
衛
の
お
む
す
び

は
、
一
時
完
売
し
て
テ
ー
ブ

ル
が
空
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
。

B
entO

n

の
﹁
祭
﹂
弁
当
は
、

美
し
く
入
っ
た
料
理
に
来
場
者

が
﹁
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
！
﹂
と

感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
は
、﹁
試
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ

け
日
本
の
ご
飯
が
美
味
し
い

か
、
そ
れ
か
ら
日
本
の
ご
飯
の

背
景
に
あ
る
日
本
文
化
に
対
す

る
関
心
と
い
う
の
も
一
層
高
ま

る
と
思
う
し
、
日
本
米
が
こ
ん

な
に
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
文
化
の

認
知
度
を
高
め
て
、
多
く
の
人

に
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
﹂

と
話
し
て
い
た
。

　

共
催
し
た
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事

務
所
の
河
本
健
一
所
長
も
﹁
私

は
、
マ
ラ
ソ
ン
命
で
走
っ
て
い

る
が
、
ご
飯
を
食
べ
れ
ば
元
気

百
倍
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
食
べ
て
﹂

と
日
本
米
を
ス
テ
ー
ジ
か
ら
売

り
込
ん
だ
。

森 NY 総領事河本ジェトロ NY 所長

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
弁
当

カ
レ
ー
は
日
本
の
国
民
食

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
お
に
ぎ
り
作
り
を
体
験

https://shopnyseikatsu.com/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜（終了）
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜（終了）
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜
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第
一
線
で
活
躍
す
る
現
代
舞

踊
の
振
付
家
が
作
品
を
披
露
す

る
第
49
回
﹁
現
代
舞
踊
展
﹂︵
東

京
新
聞
主
催
、
後
援
・
一
般
社

団
法
人
現
代
舞
踊
協
会
︶
が
今

月
９
、
10
日
、
東
京
港
区
の
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
20
年
間

舞
踊
家
と
し
て
活
動
し
た
田
中

い
づ
み
が
、
選
出
さ
れ
た
発
表

者
20
人
の
う
ち
の
ひ
と
り
と
し

て
新
作
を
公
演
し
た
。 

　

田
中
は
文
化
庁
派
遣
在
外
研

究
員
と
し
て
渡
米
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
１
９
８
７
年
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
現
代
舞
踊

界
で
活
躍
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
舞
踊
教
育
学
科
で
講
師
も

務
め
た
。
２
０
０
７
年
帰
国
後

は
、
母
の
石
川
須
妹
子
さ
ん
と

共
に
主
宰
す
る
ダ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
︵
現
・
石
川
須
妹
子
・
田

中
い
づ
み
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
、練
馬
区
小
竹
町
︶
で
育
成
、

指
導
す
る
傍
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
日
本
の
現
代
舞
踊
界

の
発
展
に
努
め
て
い
る
。 

　

今
回
披
露
し
た
﹁
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｈ
Ａ︵
天
赦
︶今
、立
ち
ど
ま
る
﹂

は
、
５
月
か
ら
取
り
組
ん
だ
新

作
。田
中
は
２
０
０
７
年
以
降
、

地
球
温
暖
化
な
ど
社
会
性
の
あ

る
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
次
の
よ
う
に
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。﹁
発
展
は

必
要
だ
け
ど
、
人
間
は
進
み
過

ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
分
た

ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
、
自

分
た
ち
を
こ
ら
し
め
て
い
る
の

で
は
な
い
か
﹂。
こ
の
思
い
は

﹁
葛
藤
﹂
で
は
な
い
け
れ
ど
、

今
で
き
る
こ
と
は
﹁
逆
進
﹂
し

て
、
当
た
り
前
と
は
何
だ
っ
た

の
か
を
顧
み
る
機
会
な
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
思
い
を
同
作

品
に
込
め
た
と
い
う
。
12
人
か

ら
成
る
同
新
作
は
、前
半
で
は
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ
ー
系
の
ト
レ

ン
チ
コ
ー
ト
を
身
に
ま
と
っ
た

姿
で
発
展
し
た
多
忙
な
現
代
生

活
を
象
り
、
後
半
で
は
コ
ー
ト

を
脱
ぎ
、
シ
ン
プ
ル
な
ワ
ン
ピ

ー
ス
姿
で
か
つ
て
の
素
の
日
常

を
表
現
し
た
。

　

ま
た
７
月
２
日
に
は
、
主
宰

す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
第
66
回
の

発
表
会
を
有
観
客
で
は
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
た
。
同
ア
カ
デ
ミ

ー
の
生
徒
は
４
歳
〜
70
代
後
半

と
年
齢
層
が
幅
広
く
、
60
歳
で

娘
と
一
緒
に
入
門
し
た
と
い
う

女
性
も
い
る
。
田
中
さ
ん
が
指

導
者
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

作
品
に
活
か
す
こ
と
。
そ
れ
が

で
き
る
の
が
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
の

醍
醐
味
。
も
ち
ろ
ん
バ
レ
エ
の

基
礎
的
な
技
法
や
振
付
は
修
得

し
て
も
ら
う
が
、
表
現
の
仕
方

は
そ
の
人
次
第
。
初
舞
台
を
踏

ん
だ
２
人
の
４
歳
児
で
も
、
間

違
え
な
い
よ
う
に
真
剣
に
踊
る

子
の
隣
で
は
、
同
じ
振
り
で

も
、
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い

様
子
で
ア
ド
リ
ブ
が
入
っ
て
し

ま
う
子
が
い
る
。
年
配
の
生
徒

も
、
講
師
や
熟
練
者
と
一
緒
に

踊
る
。
技
術
的
な
差
は
明
ら
か

だ
が
、
田
中
さ
ん
の
演
出
で
ひ

と
つ
の
作
品
に
ま
と
ま
る
。﹁
目

の
前
に
生
徒
が
30
人
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
見
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
﹂
と
話
す
田
中

さ
ん
。 

　

米
国
的
な
﹁
自
分
の
主
張
﹂

だ
け
で
な
く
、
日
本
人
特
有
の

﹁
一
歩
下
が
っ
て
多
様
な
周
り

の
人
の
話
も
聞
く
﹂こ
と
で﹁
メ

リ
ハ
リ
﹂
を
つ
け
る
。
教
え
ら

れ
る
だ
け
の
﹁
受
け
身
﹂
の
バ

レ
エ
で
は
な
く
、﹁
考
え
さ
せ

る
﹂﹁
参
加
さ
せ
る
﹂
こ
と
、

米
国
と
日
本
の
２
国
で
培
っ
た

経
験
を
指
導
の
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
る
。
取
材
の
最
後
に
、
短

期
で
も
Ｎ
Ｙ
滞
在
の
機
会
を
得

た
日
本
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頼

む
と
﹁
踊
り
、
音
楽
、
世
界
中

の
良
い
物
が
集
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を

逃
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
！
﹂

と
話
し
た
。　

︵
浜
崎
都
記
者
︶ 

 

写真・塚田洋一

写
真
・
ス
タ
ッ
フ
・
テ
ス

第 49 回「現代舞踊展」で新作を公演

田
中
い
づ
み
の
舞
台
に
Ｎ
Ｙ
の
魂

　

増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ア
ー
ト
展
﹁
カ
ラ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
﹂
が
29
日

︵
金
︶
か
ら
31
日
︵
日
︶
ま
で
、

M
izum

a &
 K

ips

︵
グ
ラ
ン

ド
通
り
３
２
４
番
地
フ
ロ
ア

Ｂ
︶で
開
催
さ
れ
る
。︵
協
力
：

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
︶

　

増
田
の
Ｎ
Ｙ
移
住
後
初
の
イ

ベ
ン
ト
で
﹁
平
和
を
考
え
る
﹂

を
テ
ー
マ
に
、
平
和
の
た
め
の

４
つ
の
色
︵
青
、
黄
、 

緑
、
ピ

ン
ク
︶
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た

作
品
を
展
示
。
作
品
販
売
に
よ

る
利
益
の
一
部
と
寄
付
箱
に
集

ま
っ
た
金
額
は
全
米
ウ
ク
ラ
イ

ナ
女
性
協
会
や
、
戦
争
で
傷
つ

い
た
人
々
を
支
援
す
る
人
権
団

体
に
寄
付
さ
れ
る
。
会
場
に
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
愛
用
す
る
ビ

ン
テ
ー
ジ
シ
ー
ツ
を
使
用
し
た

ペ
イ
ン
ト
作
品
や
リ
ト
グ
ラ
フ

の
他
、
ベ
ッ
ド
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
る
。

　

増
田
さ
ん
は
﹁
人
種
・
宗
教
・

年
齢
・
性
別
・
国
境
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
ボ
ー
ダ
ー
を
飛
び
越

え
、
会
場
が
た
く
さ
ん
の
笑
顔

で
溢
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

正
午
か
ら
午
後
６
時
、

31
日
は
午
後
５
時
ま

で
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
29

日
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
。

オープニングレセプションは要来場予約
https://www.eventbrite.com/e/charity-art-event-colors-for-peace-opening-reception-tickets-367935463877

平
和
を
考
え
る
４
色

増
田
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
展

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.eventbrite.com/e/charity-art-event-colors-for-peace-opening-reception-tickets-367935463877
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﹁T
hor

﹂
シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
。

前
作
﹁T

hor: Ragnarok

﹂
の

タ
イ
カ
・
ワ
イ
テ
ィ
テ
ィ
監
督

が
続
投
。
ガ
ン
ズ
・
ア
ン
ド
・

ロ
ー
ゼ
ズ
の
曲
を
バ
ッ
ク
に
愛

と
憎
し
み
を
経
て
た
ど
り
つ
く

子
供
た
ち
の
明
日
を
ウ
エ
ッ
ト

と
ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
描
き

出
す
。

　

む
ろ
ん
主
人
公
は
ソ
ー
な
の

だ
が
、
本
作
で
存
在
感
を
示
す

の
が
天
文
学
者
で
ソ
ー
の
元
恋

人
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と

ヴ
ィ
ラ
ン
、
ゴ
ア
。
ム
ジ
ョ
ル

ニ
ア
︵
ソ
ー
の
ハ
ン
マ
ー
︶
を

振
る
う
こ
と
が
で
き
る
女
性
版

ソ
ー
﹁
マ
イ
テ
ィ
・
ソ
ー
﹂
に

変
身
す
る
ジ
ェ
ー
ン
と
愛
す
る

娘
を
失
っ
た
悲
し
み
で
心
つ
ぶ

さ
れ
、
神
を
憎
み
殺
戮
を
繰
り

返
す
神
殺
し
と
な
る
ゴ
ア
だ
。

単
な
る
極
悪
非
道
の
殺
人
鬼
と

は
異
な
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ベ
ー
ル
扮
す
る
ゴ
ア
は
吸
血
鬼

の
よ
う
な
妖
気
を
漂
わ
せ
る
一

方
で
氷
の
よ
う
な
悲
哀
の
情
を

に
じ
ま
せ
る
。

　

ひ
び
割
れ
た
大
地
を
ゴ
ア
と

娘
が
歩
き
続
け
、
遂
に
娘
は
息

絶
え
る
。
ゴ
ア
は
緑
地
に
た
ど

り
着
き
神
ラ
プ
ー
に
希
望
へ
の

救
い
を
求
め
る
が
ラ
プ
ー
は
こ

れ
を
一
笑
に
付
し
た
。
こ
の
時

か
ら
憎
し
み
の
権
化
と
な
っ
た

ゴ
ア
の
神
殺
し
が
始
ま
る
。

　

狂
気
の
道
を
突
き
進
む
ゴ
ア

を
と
め
ら
れ
る
の
は
ソ
ー
︵
ク

リ
ス
・
ヘ
ム
ズ
ワ
ー
ス
︶
し
か

い
な
い
。
ニ
ュ
ー
・
ア
ス
ガ
ル

ド
の
国
王
と
な
っ
た
ヴ
ァ
ル
キ

リ
ー
︵
テ
ッ
サ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
︶

や
助
っ
人
コ
ー
グ
︵
ワ
イ
テ
ィ

テ
ィ
︶
と
ゴ
ア
征
伐
に
乗
り
出

す
ソ
ー
の
前
に
な
ん
と
マ
イ
テ

ィ
・
ソ
ー
に
変
身
し
た
ジ
ェ
ー

ン
が
現
れ
る
。

　

ジ
ェ
ー
ン
は
ス
テ
ー
ジ
4
の

癌
と
診
断
さ
れ
ム
ジ
ョ
ル
ニ
ア

に
治
癒
力
を
求
め
る
。
ヘ
ラ
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
今
は
ニ
ュ

ー
・
ア
ス
ガ
ル
ド
に
展
示
さ
れ

て
い
る
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
ム

ジ
ョ
ル
ニ
ア
が
一
体
と
な
っ
て

ジ
ェ
ー
ン
の
手
に
収
ま
る
。
マ

イ
テ
ィ
・
ソ
ー
の
誕
生
だ
。

　

ゴ
ア
と
ソ
ー
ら
の
激
突
は
見

て
の
お
楽
し
み
だ
が
ラ
ッ
セ

ル
・
ク
ロ
ウ
扮
す
る
ゼ
ウ
ス
の

傲
慢
ぶ
り
や
、
ソ
ー
の
今
の
相

棒
武
器
ス
ト
ー
ム
ブ
レ
ー
カ
ー

が
ム
ジ
ョ
ル
ニ
ア
に
嫉
妬
す
る

か
わ
い
い
シ
ー
ン
も
あ
り
ワ
イ

テ
ィ
テ
ィ
監
督
な
ら
で
は
の
笑

い
も
ふ
ん
だ
ん
だ
。
ち
な
み
に

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
始
ま
っ
て
も

す
ぐ
に
席
を
立
た
な
い
よ
う

に
。
今
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

を
予
測
さ
せ
る
驚
き
の
お
ま
け

シ
ー
ン
が
２
つ
も
出
て
く
る
。

2
時
間
5
分
。
Ｒ
Ｇ
。　

（
明
）

Love and 
Thunder 愛

は
未
来
に
繋
ぐ

 ■上映館■
Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25　234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14　312 W. 34th St.

Cinepolis Chelsea　260 W. 23rd St.

マイティ・ソー（ポートマン）とソー（ヘムズワース）の最強コンビ

 

EVENT　 
■ NYC レストランウィーク =7/18 〜
8/21 まで　市内のレストラン 580 店
以上が参加し特別価格のプリフィッ
クスメニューを提供する夏のレスト
ランウィーク。30 周年を記念して
30 日間にわたり開催。開催期間・料
金は店により異なる、料金は $30・
$45・$60 のいずれか。
詳 細 は https://www.nycgo.com/
restaurant-week
■マウントフジ・レストラン「夏祭
り」＝ 8/7　14:00 〜 21:30　Mt. Fuji 
Steakhouse Restaurant（Hillburn, 
NJ-17, Hillburn, NY）NY 州ヒルバー
ンにあるステーキハウス「マウント
フジ」での夏祭りイベント。日本食、
ゲーム、日本文化紹介、浴衣イベン
トの他、9 時から花火が打ち上げら
れる。入場料：大人 $20、子供（3 〜
10 歳）$15　
詳 細 は https://www.mtfujirestaurants.
com

CLASS/SEMINAR
■外務省主催オンラインプログラム

「こども霞が関見学デー」＝ 8/3・8/4　
小中学生を対象としたオンラインプ
ログラム。3 日は「JICA 地球ひろば

で SDGs を学ぼう！」、4 日は「海外
の日本大使館発！外交官に聞いてみ
よう、世界の国々」と「国際交流基
金のお仕事！海外で日本語や日本の
文化を紹介！現地のお仕事をのぞい
てみよう」を開催する。
詳 細 は https://www.mofa.go.jp/mofaj/
p_pd/dpr/page24_001827.html
■ NPO ジャムズネット日本主催オン
ラインセミナー「有事の際の邦人避
難について」＝ 9/10　9:00　大規模
災害、感染症、クーデター、戦争など、
過去の経験から学ぶ。第1部が講演会、
第 2 部はシンポジウムと質疑応答が
行われる。参加無料。
詳細は https://www.jamsnettokyo.org/

MUSIC
■フジコ・ヘミング、ピアノリサイ
タ ル ＝ 7/23　15:00　Carnegiehall

（57th St. ＆ 7th Ave.）アルバム『奇
蹟のカンパネラ』のミリオンセラー
で知られるピアニスト、フジコ・ヘ
ミングさんのリサイタル。ショパン、
ドビュッシー、リストの作品を演奏
する。入場料：$35 〜 $45　詳細は
https://www.carnegiehall.org/
■大野俊三ライブ公演「メタモルフォ
シ ス（ 変 身 ）」 ＝ 7/30　19:00　The 
Public Theater（425 Lafayette St.）
トランペッター大野俊三のコンサー
ト。パンデミック前に発表したアル
バム「エピック（勇者の抒情詩）」か
らの選曲で演奏する。入場料：$20（飲
食ミニマム $12）
詳細は https://publictheater.org/

THEATRE/DANCE
■ サ マ ー・ フ ォ ー・ ザ・ シ テ ィ ＝
7/30 まで　リンカーンセンターの夏

の祭典の一環で行われる無料の野外
映画上映会。会場は先着順、予約不要。
上映作品は、7/23 ぼくの伯父さんの
休 暇（Monsieur Hulot’s Holiday）、
7/29 ゴジラ、7/30 ゴジラの逆襲。
詳細は https://summerforthecity.org/
■第 20 回 NY アジア映画祭＝ 7/31
まで　市内各会場　アクション、コ
メディ、ドラマ、スリラー、ロマンス、
ホラーなど、さまざまなジャンルの
67 作品を上映する。日本映画は『シ
ン・ウルトラマン』をはじめ、白石
和彌監督の連続殺人スリラー『死刑
にいたる病』、島崎藤村の小説を映画
化した『破戒』など。入場料：一般
$15、学生・シニアが $12。オールア
クセスパスは一般 $199、学生 $99。
詳細は https://www.nyaff.org/
■サマー・ムービーナイト＝ 7/29・
8/26　The Intrepid Sea, Air & Space 
Museum（46th St. & 12th Ave.）イン
トレピッド海上航空宇宙博物館の甲
板で、無料の映画上映会を開催する。
午後 5 時ドアオープン、8 時半まで
に入場する。7/29 スタートレック 2、
8/26 ブレードランナー。　
詳 細 は https://www.intrepidmuseum.
org

ART
　

■桐谷さえり展 「国境を越えて」＝
7/21 〜 7/27　Nippon Gallery（145 
W57th St. 7F）現代美術家の桐谷さえ
りが、ウィーンに夢と希望を持って
外国からやってきた男女 16 人にイン
タビューしたビデオと写真、コラー
ジュ、ペインティングのインスタレー
ション作品を 3 台の大型モニターで
展示。オープニング・レセプション
は 21 日午後 5 時〜 7 時。入場無料。　
詳細は www.nipponclub.org
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全
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航
空
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を
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じ
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、
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れ
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４
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テ
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問
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せ
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２
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０
・
６
９
４
２
。

JAA チャリティーゴルフ大会
9 月 26 日に開催

参加者受け付けを開始

動
画
で
予
告
編

本
紙
デ
ジ
タ
ル
版
で
予
告
編

が
動
画
で
ご
覧
に
慣
れ
ま
す
。
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https://www.jamsnettokyo.org/
https://www.carnegiehall.org/
https://publictheater.org/
https://www.nycgo.com/
https://www.mtfujirestaurants
https://summerforthecity.org/
https://www.nyaff.org/
https://www.intrepidmuseum
http://www.nipponclub.org
https://aantcinc.com/
https://hinomaru-limo.com/
https://www.rapidtest.nyc/
https://www.funcphysio.com/
https://www.youtube.com/watch?v=U-vBV85ujjw&ab_channel=kruger_lah



